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い
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一
頁
參
照
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#
ニ
次
就
業
に
#
す
.る
:«
及
^

題̂
に
っ
い
て
^
、
之
を
算
定
す
る
だ
け
の
材
斜
が
な.く
、
ま
た
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な1(
]
^
^
必 

要
で
あ
る
。
然
飞
各
國
の
鄯
情
は
様
々
で
あ
っ
て
、
假
り
に
一
走
の
推
算
の
諶
礎
が
，出
來
上
っ
て
も
し
そ
れ
が
直
ち
に
各
國
に
適
應
さ 

れ
る
わ
け
の
もQ.
で
は
な
い
。
例
へ
ば
ィ
ギ
リ
ス
に
っ
い
て
も
-
前
述
の
盖
國
際
問
顆
硏
究
所
は
ノ
大
備
に
ぉ
い
て
ヶ
ニ
ン
ズ
の
主 

名もほ次のやぅに說いてゐる。丨
「

ヶh

ン
ズ
の
所
說
は
第
.一
に
靈
に
湯
さ
れ
た
潜
の
支
出
の
追
加
中
の 

幾
許
が
輸
入
商
品
に
用
ひ
ら
れ
る
か
明
ら
か
で
な
い
。
第
二
に
ぶ
の
麗
ま
.で
新
支
出
亦
I

直
接
*又
は
間
接
に丨

新
し
い
雇
傭
を 

生
ず
る
か
、
ま
た
旣
に
職
に
っ
い
て
ゐ
る
人
々
に
對
す
る
霧
强
化
と
な
ら
ず
に
濟
む
か

e
明
確
で
な
いo

第
三
に
原
料
の
價
格
が
騰 

f

な
：i

度
1

て
の
產
S

利
用
し
得
I

だ
使
用
さ
れ
ず
に
居
る
資
源
が
ど
の
位
存
す
る
か
が
疑
問
で
あ
る
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孰
れ
に
し
て
も
勞
働
暮
興̂

^
:^
況
卿
に
お
け
る
產
業
の
刺
戟
、.景
氣
上
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の
導
火
、

(Initialziindung)

と
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り
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業
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節
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n
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e
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と
し
て
の
役
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を
演
ず
るこ
と
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で
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る
。
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れ
だ
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こ
そ
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前
述
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、
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刺
戟
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あ
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治
的
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點
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葷
事
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眼
點
0
下
位
杧
置
く
の
へ
は
、

不

條

理

.で
あ
.る
^
い
.は
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薔
し
馨
が
戰
爭
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坐
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と
い
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
•そ
の
意
味
に
お
い
て
、
戰
爭
を
一
つ
の
特
殊
的
•孤
立
的
現
象
を
見
る
こ
と
は
、
誤
り
で
あ
り
、
殊
に
戰
爭
と
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れ
を
遂
行
す
'る
社
#
體
制
を
觀
察
す
る
場
合
-
兩
者
の
關
係
を
顚
倒
す
る
や
ぅ
な
こ
と
が
あ
る
-<
!
:す
れ
ば
',
>
そ
の
認
§t
^
.、
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な
い
。
戰
爭
は
、
實
に
社
會
的
地
盤
の
上
に
の
み
遂
行
せ
ら
れ
る
。「

社

會

的
霞

及

.馨

_

事
情
こ
そ
誠 

て
、
戰
爭
は
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
、
條
件
づ
け
ら
れ
、
制
限
せ
ら
れ
、
緩
和
‘せ
ら
れ
る」

.ど
い
ぷ
ク
ラ
ウ
.ゼ
ウ
：ィ
'>
,ツ
の
^
張
^

の
莶
礎
を
道
破
し
た
も
の
と
い
は
ね
.ば
な
ら
ぬ
。
戰
S

遂
行
に
必
要
な
武
器
.は
、
結
局
：に
：羨

度
に
制
約
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
戰
爭
の
地
盤
は
、
へ
こ
、
に
.あ
る
。
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し
力
し
.
.戰
雜
は
ゾ一

つ
の
社
會
舻
現
象
と
し
て
單
に
社
會
的
地
盤
か
ら
發
生
す
る
.ど
い
ふ
受
動
的
性
質
の
み
を
有
す
る
も
の
で 

は
な
い
そ
れ
は
社
會
的
地

.
か̂
ら
發
生
す
る
も
の
で
.は
>̂
:
.る
'が
、，
.戰
爭
の
發
展
が
社
會
的
地
盤
を
搖
り
.動
か
し
、
.ま
た
は
社
會
的 

地
盤
の一

部
分
を
異
常
に
發
展
せ
し
め
、

一
定
社
會
に
あ
る
不
均
衡
版
を
窗
ら
す
場
合
が
あ
る
o
そ
れ
，は
戰
单
が
い
ま
だ
勃
發
し
な
い 

場
合
で
も
、
來
る
ベ
き
戰
歌
の
規
模
の
廣
大
な
こ
と
：が
豫
想
せ
.ら
れ
、
そ
の
準
馓
を
强
烈
に
行
ふ
場
合
に
は
、
あ
る
程
度
ま
で
戰
率
を 

要
求
す
る
社
會
的
地
盤
0
方
向
に
向
ひ
な
が
.ら
.、
且
つ
そ
の
地
盤
を
變
改
す
る
に
い
た
.る
場
合
が
あ
る
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そ
の
ょ
き
實
例
は
*
世
界
戰
爭
並
に
そ
の
後
令
日
に
い
た
る
ま
で
の
戰
爭
準
備
で
あ
る
で
世
猓
戰
爭
は
ノ
古
今
未
曾
有
の
動
員
を
實 

行
し
た
。
同
盟
國
側
並
'に
聯

合

國

側

に

お

け

る

兵

員

動

員

數

は

合

計

六

千

萬

.に

及

ん

で

ゐ

る

0.
即
ち
、
ド
.ィ
ツ
千
三
百
萬
*
オ
ー
ス
ト 

リ
ア
•
ハ
ン
ガ
V

I
九
百
篇
*
ト
ル
コ
#
五
十
_

0
ブ
ル
ガ
叹
ブ
：苗
萬
で
卞
ィ
ツ
を
首
班
と
す
る
同
盟
側
が
免
許
~:
千
四
百
1;
4-
五
萬
で 

あ
り
、
こ
れ
に
對
し
て
、
.：
ロ

シ

ア

千

四

百

五

十

萬

、

..
フ

ラ

ン

ス

(

植
戾
地
住
民
軍
を
含
め
で)

八
百
ニ
十
五
萬
•イ
ギ
リK

C

イ
ン
ド
人
兵

を

含

め

て.

)

八
：s

i
十
，一.一
；萬
•
.ア
メ

ず

ヵ.
.五

直
^
^ ̂

十

家

萬

.で

爾

合

國 

側

0
合

計
.四
币

百

四

洗#
萬

裏

_
そ

ケ

な

茛

大

な

數

字

^

示

ざ

れ

落

成

.寒
忙
そ
の
努
働
編
成
に
著
し
い
.影
響
を
與
へ
飞
。
.
.ド
イ
ツ
Co
.動
員
は
*
こ
の
敷
申
忙
示
さ
れ
て
ゐ
る
<?
:;
-ご
：
ろ

で

は

、
全
人
ロ
：わ

約

1: 

に
相
當
す
る
。
.
.全
人

ロ

の

•
二

割

は

 

> 全
^
0:
如
ら
廣
霉
せ
.ち
0

の

で

は

な

く

、

男

子

に

し

て

、

十

六

七

歳

^

ら

四

ゼ

五

六

歲

ま

で 

0
:4
^
ポ
限
览
ざ
^
る
。

:«
つ

き

b
水
ら

の'坐
_
的
.に
最
^

_

1
:*
を

有

;^
^
曆
0.
?>
:
:の
0
中
か
ら
、多
數
者
が 

>動
員
さ
れ
る
v0 

そ

れ

ら

.の

も

の

は

 

一
^
の

坐

產

剖

門

か

，ら
.そ

.0
姿
^
消
す
の
み
で
な
く
ハ
他
方
軍
需
品
^
對
す
る
33
:
大
^.
^
費
群
$:
'
形
成
.ず
る
o 
.こ 

A
に
經
濟
生
活
龙
對
ホ
名
泰
:#
^
見
.る
こ
'^
が
出
來
る
:0
靑
笫
並
.に
助

年

可

働

男

承

層

め

徵

慕

ば

、
ぃ
於

ら
す
で

，

少

老
;#
ま
^
ば
:^
:
子
；
に.J：
-
ゆ
で
、
も
の
勞
働
は
代
替
せ
：ち
れ
粒S

な
ら
：ぬ
々
ご
0
問
題
は
、
：戰
#
後
り
復
員
0:
問

題
^ -
ま

で

及
 

■:
'
/
1
/
で
社
#
的

問

題^
し
：：て

敢

扱

は

れ

ね

ば

が

^
ぬ

身
§:で
あ

る0 
.

動

著

義

_

:需
雪
群
を
形
成
す
る
め
は
ノ
當
都
で
あ
る
。
ョ
丨
ロ
ッ
パ
大
戰
に
お
い
て
、
戰
带
に
お
い
て
.最
も
必
要
な
鋼
の 

數
量
ば
一
出
征
兵
員g

人
年
額 
一
f

至I.

■

在

.ゆ
れ
て
ゐ
る6
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そ
れ
ら
の
鋼
は
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兵

器

の

製
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に

用
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れ
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が

、
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〇
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〇
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六
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〇
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〇
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、〇
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〇
發 

九
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一
 

七
〇
、〇
〇
0
、
0
0'
〇
發 

五
五
、
〇
〇
〇
機 

.

.五
七
、〇
〇
〇
個 

1
1 、

八
〇
〇
翳

C l o
g
H
O

.車
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.
三

、
ニ

〇

〇

臺
 

ニ
、
八

〇

〇
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.
-こ
れ
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
' 
こ
の
外
に
渾
用
被
服
•軍
靴
•靴
下
な
ど
の
坐
活
品
•食
料

な

ど

の

坐

產

を

擧

.げ

れ

ば

著

し

い

も

の

が 

ぁ
る
。
こ
れ
ら
は
、
遙
か
に
平
時
の
戰
備
坐
產
の
限
林
を
越
ぇ
、
.い
は
ゆ
■る
民
需
の
た
め
の
生
產
を
'̂
制
限
：i

v、
»
太
生
產
が
行
は
： 

れ

：る

巧

そ

こ

裕

、
ふ
勞

^

成
0
間

題

の
*
で

汝
4

::
:
'-0
:
場

擴

張

資

余0

_駿

：ギ
同̂

る
o
: 

tれ
ま
で
^

^
經
濟
に
鉍
い
七
.は
、
：：：：現
在
の
：經
濟
制
度
の
中
心
的
現
象
で
餘
る
值
格
現
象
に
對
.し

へ
は
す
る
が
、、
價
格
そ
の
も
の
は
、：

こ
れ
を
認
め
3
あ
れ
を
供
心
と
レ
て
戰
爭
經
濟
の
蓮
營
を
行
つ
て
ゐ
る
。
：從
つ
て
、
す
ベ
：て
の
_
 

需
品
は
、
徵
發
ま
た
は
孜
收
に
尨
ら
ず
、
買
上
げ
の
，方
法
を
採
用
し
て
ゐ
る
。
そ
.こ
に
戰
费
の
問
題
と
價
格
0
問
題
が
起
る
0:
:
:
:

:
; :
■

更
ら
迄
外
國
質
易0

問
題
が
ぁ̂

。
す
ベ
て
の
國
は
も
.の
一
ー
國
の
產
圈
內
に
軍
事
所
要
の
す
べ
て
を
充
た
す
ベ
■き
資
源
を
有
せ
ず
、 

軍
需.n

i

の
蓄
積
も.

—*

定
影
に
腿
衆
せ、.
ら
ル
て
、ゐ
る
私
ら
：
' ..

所
耍
額
以
上
ひ
も
の
ゆ
、

V

こ
：れ
：を
外
國
が
ら
取
得
し
な
げ
れ
ば
故
ら
ぬ

0

:'こ 

.

、.

に
對
外
經
濟
關
係.

が
孩
婆
な
關
保
を
戰
矫
ぬ
對1 <
:
て
持
つ
こ
：
と

と

な

る

:0
對
外
ク
.
レ
デ

「

ィ.

ッ；h

s

の
問
題
あ
た
は
貿
易
資
金
の
問

題
に
ょ
々
て
、
，戰
爭
の
規
模
は
あ
：る
程
度
ま
.で
限
定
せ
ら

れ
る
？.

殊
に
、.'
■'

國
內
に
あ
い
て
、
.充
實
し
た
生
產
力
を
持
つ
て
ゐ
な
い

.

場
合 

に
は
、--

武
器
( 0

供
給
は.

、
へ：外
國
製
品
、に
依
存
ず
る
程
度
が
高

3

0

:
^

_

程
度
が
限
定
#
ら

れ

ざ

；る

を#.
な

い
。
-

“

要
す
名
に
ぃ

」

戰
^

は
"
；_そ
：の
：
.養

當

時

に
'お
：け
：る-
國
^

經
濟
カ
に
ょ̂

て
、
眼
宛
せ
ら
れ
；る
も
の
：が
：あ
る

;0
し
：が
し
、
戰

爭

が—*.

<  

-
*
 
-
'
. 

-
 

, 

•
 

. 

.. 

• 
•
 

. 

•

..

旦

勃

發

し

て

：、
V進
行
發
展
す
る
場
合
、
：̂

爭 

ま
た
は
：こ
れ
を
改
變
す
る
に
い
.た
る

.

場
合
が
あ
. 

:
る
。
.龙
れ
.は
3
第

1
妨

督

に

':0
:
:い
て
も
考〜

^

■る
.場
合

に

は

、
：
經

濟

的

改

變

ば

：最
.も

小

さ

な

程

度

で

濟

む

場

八

ロ.
怒
.あ
る
o
'こ
め

場
合
に
は
.r 

麴

公

債
I
最
も
^

消̂

化

サ

ら^'
务
で
：.あ
ら
今
0
:第
'1
1
:は
9
观
費
が
國
玛
>̂
^

.人
：る
梂
ど
に
增
大
す
を
場
合
で
系
^
.
こ
.の
：場
合
は”
：國
.民
が
多
少
の
消
費
献
約
^

^

^

.な
ら
ば
ノ
戰&
の
遂
行
は
容
易
で
唪
る
。
第
三
に

.は
:;
-
>
:國

民

所
-#
額
_の
"大
部
分
亦
戰
費
と
し
て
費
さ
机
る
斯
脅
で
あ
る
が
、
か
く
る
戰 

費
の
增
大
段
階
に
い
た
る
と
、
戰
郇
の
遂
行
は
茈
だ
容

.易
の
こ
と
で
は
な
く
な
る
の
へ
で
あ
る
。
國
拢
は
：生
活
の
；苦
痛

:$
:
感
ず
る
-0
,
戰
^
 

は

麗

の

經
I

の
範
圍
を
越
え
て
ゐI

は
な
け
れ
ば
な
らI

期
で
I

 

.證

に

は>

 

國
民
所
得I

I

I

と
し
て
用 

，
ゅ

飞
■«
合
呛
^

:̂
1:
:
.
:
'
麗

*

设
截
席
の—
度
彩
縮
小:̂
餘

儀

な

べ

靠

：る':
'0
箸
痛
ば
雜

»々

は
.
.る
時
期
で
あ
る.:
^

第
五
该
、
；從
來
存
在
' 

し
>
"蓄
積
#

ら

れ

：
て
：
ゐ
：
る

_

富

釔

消

耗

ず

..
を

時

期

す

;̂
;
'る

タ

矣̂
^

戰
爭
の
疲
勞
ば
益
々
加
^
る
と
き
で
あ
る
。
W
1
P
:
ッ
パ
大
戳
の
後
期
に
お
け
.る
ド
ィ
ツ
は
、
こ
の
段
階
.に
入
つ
て
ゐ
た
。
こ
れ
ら
の
：

- :
.
 

- - ...
 

.
■:-
■、

■'.
,
 

>
, ';''■-■
-.:■
...
 
.
 
.
 
.

 

'
■■,

..
•■.
>
ノ

 

.

';
-■

'
,
'
-
■■
■
■':ノ

. 

. 

V

:■
■■

....
. 

..
 

. . ..
 

、
v「

、■
-:
' .
 ;; ::;l
. 
'
 

7

へ■-
,

■;.
■' 

i S 

.

.
....

-

職
钡
式
築
制
經
濟
政
策 

三

七

.(

1
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戰
f

統
制
經
濟
政
策 

. 

三
：
<

'

a

o
四
八) 

戰
費
の
諸
段
階
：£
、
外
國
が
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
を
許
容
す
る
場
合
^.
は
、

そ

れ

に

い

た
る
こ
と
を
繰
り
延

.

べ
る
こ
と
が
出
來
る0

'
.;'
;
.へ
：
> バ
パ
：
''へ
：へ：
：.

.

.

.

•

:,.

:

-
.

观
代
に
お
け
る
戰
淨
は
摘
.大
性
を
持
っ
て
ゐ
石
o
そ
れ
枕
戰
蒂
の
地
盤
で
あ
る
社
會
的
邏
展
に
よ
る
も
の
で
あ
るO

第

j 

4

器̂
».

 

織
達
で
ぁ
る
.。
現
.在
の
戰
爭
は
機
械
化
武
器
.に
よ
っ
て
.行
は
れ
、
庫
隊
の
活
動
は
、
內
燃
機
交
通
機
關
に
よ
念
で
翁
か
ら
、
そ
の 

栽
線
は
陸
•海
•空
を

：®
じ
て
、
k
.大
.な
距
離
を
形
成
す
る
。
こ
の
こ
と
は
•南
滿
を
中
心
.と
：.し
：で
.戰
は
れ
た
日
露
戰
爭
と
、令
次
の
支
叩 

事

變
:<
?

:

;を
北
' «

げ
- ^

ば
期
_
で
あ
ら
ぅ
。
か
く
の
如
.き
機
械
化
戰
は
*
從
っ
て
、
兵
員
の
增
大
を
必
要
と
す
る
。
，C
の̂

に
っ
い
て
、

.

-

 

.

 

.

.

.

.

.

. 

.
 

... 

J 

- 

.
 

. 

.
 

: 

'

ド
：：

イ

ク

：
の

^

ル

 

>
.ハ.ル
デ
ィ
.將
軍
は
、

ョ
ー
ロ
.ッ
パ

大

戰

の

經

驗

，に

よ

っ

て

-
次

<?
>
や
^
に

い
^
て
；ゐ

る0 
■

.

.

.

.

. 

•
 

.

.

.

. 

.

.

.

. . 
r

l

. 

.人

'
.
.
.
- 

...

丨「

入
>

、は
過
般0

世
界
大
戰
の
當
初
に
ぉ
い

.

て
は
、.

こ.

の
戰
爭
に
よ
っ
、て
、
戰
場
へ
繰
り
出
さ
れ
る
戰
鬪
員
が
、
こ
れ
ほ
ど
莫
大
で 

V

あ
る

i

姑
諸
へ
な
か
っ
た
し.

、
，
又
こ
ん
；な
：に
尨
大
な
人
員
に
、よ
：る

.

と
：は
豫
期
し
て
ゐ
な
か
づ

.

、

：

：」

;

. 

\

 

,

-视
界

次_
の
：諸

策

驗

如̂
生
.ず
^
最

沐

重

要

汝

結

論

は

、
：；：：一
务
で
ほ

、
^
 ̂

_

へ

i

そ

れ

：か

ら

生

ず

る
.
.

I

切
の
結
馨
伴
タ
た

-

^
で
あ
.
^
他̂
方
：で
は
、
全
く
新
し
い
戰
爭
.手
.段
を
づ
_.ぐり
：出
し
.て

.,
>
:
參

の

古

い

手
 

::
段
の
.意
義
受
數
倍
も
增
加
.せ
し
め
た
^
こ
；ろ
0
拔

術

セ

化

學

の

極

め

て

大

ぎ

な

：醫

；で
あ
：る

0

¥

 ̂

U

群

^
變

化

は

、.共
に
.全

然

異

.

.

.

.

.

. 

-
:

--
• 

.

.

.

.

.

. 

... 

.

.

.

.

.

.

.

圓
 

.

.

. 

.

:ぺ
0
:た
他
の
霍
條
件
を
っ
く
り
出
し
た
。
’..

，現
莅：

の
議
爭
^
地
上

0

_爭

達

中

の

：戰«

地
：下0
戰

爭

、
海
上
の
：：戰

爭

、

.

.海
中

の
\ 

:,
;

戰
净
,
海
土
め
：空
中
戰
で
ぁ
る
が
、
こ
.れ
.に
は

數

年

間

に

：：眞

る

不

鋪

不

.屈
の

努

カ

が.必
要
で.ぁ
：る0::,そ
し

て

諸

國

民

の

全

體

が

'2
:

れ 

動

員

さ

れ

；名_

#
.^
ぅ
：ぎ

其
、
^

::ぃ

か
タ
の
如
き
：戰
雜
準
備
並̂
麻
爭.

の
擴
大
は
、
：：：單
ぬ
戰
乘
當
事
國
の̂
の
：問
題
で
は
な̂

ァ̂

他
0
:諸
國
が̂
政
治
的
に
ま
：た
經
濟
的
に
、
こ

*
に
關
與
す
る
。
政
治
的
に
い
へ
ば'
同
盟
最
約
に
ょ
ク
て
、
軍
事
相5:
援
助
，.の
約
を
結 

び
、
攻
守
伺
盟
に
ま
：で
：進
展
す
る
こ
と
も
あ̂で
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
明
確
な
政
治
的
協
約
ま
た
は
同
盟
に
進
展
し
な
い
ま
で
も
>
現
在

V 

• 

.

.

.

.

. 

.

:.
.
.
.

げ.

 

.

.

 

.

.

.

-

-

 

■'

'

.
 

.

.

.

.
 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

並
に
將
來
に
：お
呔
る
政
希
經
濟
的
利
撤
の
餌
に
よ
^
ズ
、
：；
戰#
の
援
助
茫
な
求
摄
食
が
あ
在
0ぐ
殊
に
弗

爾
七
光
は
、
そ
の
麗
後
の
當
該
國
家
：に
：對
す
洛
處
置
が
問
題
と
な
る
だ
け
に

"

列
國
の
戰
爭
に
對
す
る
®
®
は

 
>

虛
々
：實

0々

も
0

が 

あ̂

ポ
そ
の
結
艰
戰
艰
を
躺
大
せ'1>
め
ノ
戰
爭
を
長
戰
化
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
ス
ぺ
ィ
シ

.

內
亂
や
亥
那
事
變
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の 

.

現

實

，に

知

つ

て

ゐ

る

と

.

こ
ろ
で'

あ
る
。

 

'

.,

';,

戰
爭
の：

奮
事
國
に
對
す
る
第
一
：

1,1:

國
の
戰
举
經
濟
的
關
係
は
、第

--

官
營
江
場
に
ょ
つ
.て
；、':
:
;
'
'
.

行
は
机
.て
ゐ
る
^

:

欢̂
民
間
に
武
器
盤
造
業
者
が
存
在
し
^
ゐ
る
巧 

ァ

キ

ア

: 

、
ど
.
£
は̂

武
器
製
造
業
者
と
し
て
巨
大
汝
資
本
;?
:

有
オ
る

^

.の
が
：あ
る
:0
こ
机
ら
は
、
自

國

政

府

：の
：

'軍
隊

：の
，
た

め

に

兵

器

を

供

給

す 

.る
；ば

か̂

で
な
v
n:
'
世
界
の
諸
阈
に
對
心
て
、：'
:こ
れ
：̂
な
し
て
ゐ
る
。
殊
に
生
產
力
の
發
達
せ
ず
、
；近
代
的
兵
器
の
自
己
供
給
を
な
し

.得
な
い
諸
國
に
あ
つて

：.

は
、：有
力
國
家
0
攻
擊
宏 

新
式
武
器
の
購
入
を
し
て
ゐ
る
o
こ
：の
こ
と
は
ハ
自
國
の
軍
備
擴
張
運

.

二

... 

.

.

.
 

.

.

. 

. 

.

.

.

.
 

. 
-

>

.

:

•

-

•

 

.

• '

動
と
と
も
に
、
：典
器
囊
藥
者
め
坐

_

カ
玄
擁
大
せ;1

>.

め
"

そ
の
：

.

結
果
は-

:
.

武

器

販

寶

戰

を

さ

，
へ
；

.

惹
起
し
，
武
器
製
造
業
者
が
諸
國
に 

ぉ
け
る
漱
爭
熱
の
傷
揚
に
さ
へ
努
める
に
至
る
の
で
あ
る-.
;
0-£
の
< :-

と
は
、
ョ
，

1

ロ
ッ
パ
大
»
前
に
,1
>
ば
し
ば
關
係
諸
國
が.

經
驗
し
：た. 

:

と
ぶ
ゐ
で̂

名
。
：へ
而
し
て
、
單
に

.

民
間
の
？兵
器
製
造
業
者
ば
：か
り
で

'

な
：く
、',

國

營
,0

;

兵
器
製
造
所
の
如.

き̂

、
そ
の
國
七
他
の_

^

の

：

.

'
:痛
爭
苳
統
制
經
濟
政
笫
：
：
へ
ぐ
.
.:'
.
. 

:.4!1

九
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馨

I
 

• 

凹
o 

2〇
i

 

.政
治
^
侧
部
の
如
^

よ̂
つ
^
枕
い
^
器
^
府
償
’
次
は
無
償
で
提
供
す
，̂

:-
^

に
、
そ
の
一 

ナ
に
瓦
取
を
^-
^

^
る
こ
-と
は

掏

米

諸

國

••
•支
那
•
パ
1
カ
ン
な
^
に̂
お
い
て
('
見

ら

れ

名

と

こ

ろ

で

あ

る

。

殊

に

、
後

通

國

を

^

八
丨 

•
と
しV

、

洗
雄
國
が
相
鬪
ふ
が
如
き
場
‘冷
に
は
”，
そ

の

政

治

關

係

に

よ

つ

て

、

そ

.の
一
方
に
多
大
な
援
助
が
行
は
れ
る
こ
と
は
、
わ
'
 

わ
れ
亦
眼
前
に
見
て
ゐ
る
と
こ
名
あ
る
。
■，支
那
事
變
に
お
け
る
ソ
ザ
ィ
，エ
ッ
ト
聯
邦
の
對
亥
援
助
は
、
.抗

日

勢

カ'-
<
?
:
し

て

の

共

產

黨
 

勢

；

R

の

摘

大I

指

す

盒

も

に

，
、

そ

れ
f

つ

て

、

衮

國Q

對

ソ

謹

力Q

縮

減

を

意

I
I

す
f

Q

I
る
。

ま
.？

ギ
リ
。
ス
の 

對
8

助
I

介
石
I

に
よ
つ
て
、
そ
I

I

妻
利
權
を
確
保
す
る

i

も
に
、
わ

編

I

產

f

 

m止
L

I

 

の
-で
ぁ
る
。
こ
の
點
に
支
那
事
變
の
わ
が
國
I

ず
る
世
取
政
治
的
意
味
が
あ
る
。
，そ
れ
は
蔣
介
石
政
權
-

1
じ
：て
，
.
ョ
！

ロ 

2
 

_
 

^
施
に
赤
泡
^

^
主
義
に
對
^
て
:^
_
0
:て
々
る
と
と
§:
'
*'
_
す
る
0
:
:
:
:
_

丨

：丨

:
,

「

塞

ぼ

；軍

看

材

料

め

：供

,

#
る
。
舊

軍

需

品

8

は
#

殊
に
重H

■

源
の
全
體
を
含
む
と
い
つ
て
よ
い
狀 

蕾

汍

る

產

■

需

資

源

藻

軍

需

資

源

と

凝

則

す

趸

と

■

め
で
困
^

供

給

は

、

，

並

に

馨

H

業H

不
可
缺Q

要
仲
.
I

.る
。
鋼
材
や
銅
が
如
何
に
馨
S

卷

t

l

、
.

i

l

l
ぃ
と
こ

ろ
で
t

o
フ
ォ
シ
ユI

兀
帥
は
、
，
ョ
丨
口
ッ
バ
大
•戰
當
時
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
大
統
領
に
對
し
て
石
油
の
敗
給
を
議
し
た
文
書
の
中 

•

で
：「

現
#
の
.攀

で

は

‘
滴

の

：石

油

は

、
；パ
ー
滴
の
人
間
の
血
：に
：

■
.
、い
：債

値

を

有

す

洛

言

い

ら

一

た

；の

は

？
：
現

在

^

^

如

何

に

石 

.#
:!
袖
,

ソ

飞

ン

一

な

惠

燃

料

_

大

意

義

を

持

づ

.て
、ゐ
.
■
暴

る

為

^

國
燃
料
株
式
*
社
法」

が
可
決
せ
ら
れ
、.：：七
S

計
畫
”
七
億
圓
P
塞

：

計
邀
な̂

を
見
れ
ば
ジ
明
瞭
に̂
の
.事
態
^

知
.る
^
と
が
出
來
る
デ
歡

 

>
重
エ
業
賛
杜
並
ー
に
動
ガ
資
材
ね

.供
給
如
可
は
、
戰
维
の 

邀
行
を
助
獲
せ
し
め

%

凌
於
は
こ̂;
を
阻
止
せ
し
が
备
重
要
な
要
因
.で
あ
?>
-
こ
と
は
明
か
で
あ
るo
そ
こ
で
、

一
國
と
そ
の
供
給
國
と 

め
政
：漱
經
请
的
關
係
.の
加
何
忙
よ
つ
て
は
、
こ
れ
が
供
給
を
斷
絕
し
、
ま
た
は
檢
加
す
厶
こ
と
に

‘よ
つ
て
ご
こ
れ
に
多
大
の
-援
助
ま
た

は
妨
唐
を
加.

；
.

へ^ '

こ.

々
が
姐
谦
奪
-;
/
'
:
:-

;
^

^

^

一 

f

 

巧
'
:
'
。
も

:■

、：
.，

へ'

.

ソ
ぃ'

:

.

.

:

' V

 

'

!

も
に
淑g

な
顧
濟
的
访
法■

や
て
、

.

一
國
を
提
助
し
、
他
を
馨
す
石
こ
士
は

.

可
能
で
あ
るO.

V

第
S

 

で̂

る
。
こ.„

の
操
作.

は

：
‘
：
眷

ー

應

奶

害 

',

國
の.

經
濟
が
外
國
籍
出
質I

に
依
存
す
る
程
度
に
ょ
つ
て
、

.

そ.
.

の
被
奮
被
る
程
度
に.

差
異
が
あ
る
。
從
つ
て
、

.

英
•

米.

の
ご
と
：き
、
、
 

11
:

部
金
剐

-7
|

母
に
炎
い.

て.

絕
大
尤
勢
力
を
有
す.

る
國
の
金
融
的
妨
害
ま
た
は
援
助
は
、

.
-

こ
れ
を
受
け
：る
側
に
.お
い
て
著
し
い
影
響
を
受 

せ
s

:v
°

«

:

l

尊

；嘯

淨

當

雇

彌

商

ロ

货

對

す

篇

猨

助

—

驚
衡
妨
害
で
^
る

義

期

饮

は

漂

で

あ

^
、
舊

は

;'
ボ
ィ
‘

n

ッ
ト
の
形
態
に
お
い
て
行
は
れ
る
。
、ボ
ィ
コ
ッ
ト
は
、
戰
雾
事
國
の
對
外
支
拂
資
金
の
涸
揭
を 

來
た
さ
し
め
、し
か
も
職
淨
資
材
め
多
く
を
輸
入
に
依
存
し
て
ゐ
る
七
き
、
最

.?
)苦
痛
を
與
へ
.る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
，に
對
抗
す
る
も 

の
は
、
.特
殊
な
ダ
ン
ビ
ン
ダ
政
策
ある
のみ
であ
る。

ノ

.

ふ
/咖
:-
:<
ま_

氣
第

1
|

ー：
- «_

_

#

.;
_̂

篛

興

_
;
戰
敏
當
事 

は
れ
る
と
き
、

.

こ
\

に
多
少
の
勢
次0

均
衡
が
迚
机
て
-
戰
爭
の
終
結
を
纏
延
せし
め
る
結
禺
を
持
象
ず
の
で
あ
る
:0
か
く
て
、
戰• 

^

がI

ー
國
.̂

兄
肛
淀
せ
ら̂

て
*9

;^
も
、.

他.

掘
め
間
按
的
關
與.

が
戰̂

の

規

模

を

增

大

，せ
し
め
る

.

し
、

ま

た

種

々
な
國
際
的
愤
約
の
設 

戰
银
芎
猶
制
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政
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四
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(

|
0五
|ー0 

.

:
策

に

ネ

乃̂

:-
-
>海
易
'に
«
戰

ぬ

亦

隹

を;«
?1
>
;#
_
い
«
翁

ば

过

第2
國
|:
:
1>
て
,

藍
し
、
戰
時
國
際
法
に
よ
る
^
然
の
處
置
が
、{Inj

戰
の
布
吿
な
い
た
め
に
、
講
ぜ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
は
、
戰
爭 

を
世
界
的
規
模
に
押
じ
進
め
る
危
險
性
を
持
っ
も
の
で
あ
る
。

三

一'度
戰
带
が
事
實
4
開
始
せ
ら
れ
る
と
き
、
戰
荦
能
力
は
單
純
に
戰
爭
當
事
國
の
そ
れ
に
眼
定
せ
ら
れ
ず
、
こ
れ
に
關
與
叱
ん
と
す 

る
國
の
問
接
的
猫
力
を
も
肝
量
す
る
こ
と
を
要
す
る
事
態
に
立
ち
到
る
こ
と
は
、
現
布
の
場
合
に
お
い
て
は
、當
然
で
あ
る
。
M

N

i、 

.一■國
に
航
空
機
製
造
能
力
に
缺
け
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
第
三
國
に
よ
る
そ
の
佻
I
と
、
航
空
者
の
派
遺
ま
た
は
航
空
技
術
の
敎
授
キ 

そ
の
國
に
空
中
戰
の
可
能
性
を
赋
與
す
る
。
そ
の
他
の
義
戰
に
お
い
て
も
、
し
か
り
で
あ
る
。
從
っ
て
、
戰
爭
は
、
戰
爭
當
事
國
の 

戰
需
力
の
差
異
の
み
に
よ
？

、
決
定
せ
ら
ゐ
、
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
、
現
代Q

戰
S

、
.過
去
の
戰
f

り
も
、
'常
に
そ
の
.規 

模
に
お
い
て
、
.擴
大
せ
ら
る
\
所
以
で
あ
る
。 

.

•、

.
想
代
の
戰
带
は
^

め̂
骷
^
お 
ー
^
:論
银
當
第
國
の
全
體
怒
擧
げ
：で.の
®
#だ
各

來

質

を

有

す

，
る

'°全
體
戰
爭
が ̂

.
現
代
の
戰
# 

と
い
は
る
i
所
以
で
あ
る
。
戰
举
は
、
單
に
眾
隊
に
よ
っ
て
闘
は
れ
の
る
み
で
な
く
、
い
は
ゆ
る
銃
後
の
國
圾
ま
で
も

-そ
の
戰
带
遂f

了 

の
一
員
と
す
る
。
ル
丨
デ
シ
ド
ル
フ
將

g

は
、
こ
の
點
に
っ
い
て
、
ョ
丨
卩
ッ
パ
大
戰
の
經
驗
に
莪
い
て
、
そ
の

「

全
體
戰
鮮
の
中
で
、

.
次
の
や
ぅ
兄
い
っ
て
ゐ
石。

■

「

陸
軍
も
海
軍

；？
)、
そ
の
兵
力
及
び
兵
器
は
以
前
よ
り
も
强
大
と
な
つ
た
が
、
從
來
と
同
樣
の
方
式
で
戰
鬪
し
た
。

し
か
し
、
國
龙

は
過
法
.の
戰
爭
に
お
け
：石
と
は
*
金
く
異
つ
た
立
場
に
立
つ
た
。
即
ち
そ
の
全
ヵ
を
擧
げ
て
軍
の
後
.方
^
詰
め
：か
け
；
-
- 1.

つ
そ
の
內

• 

•

•ノ
 

. ' 

i

f
.

-
.
.
.
.
.
.

:.
.
.
-

部
に
ま
で
入
り
込
ん
だ
。

.
• 

. 

V

何
處
か
ら
陸
海
軍
の
力
が
始
ま
り
、
郝
處
で
國
圾
の
力
が
終
る
か
と
い
.ふ
こ

と

は

、
.
現

令

の

戰

爭

で 

は
.
:'
;
'最
年
限
界
が
つ
け
ら
れ
な
か
つ
.た
。
軍
と
國
兒
と
は
一
體
と
な
つ
た
。
實
際
文
字
通
り
の
國
民
戰
爭
.で
ぁ
つ
た
？
11
1
:界
列
强
は
、 

.こ
の
嗓
結
'7
1
>
.
た
カ
を
も
つ
て
、
相
括
抗
し
た
め
で
ぁ
る
。
廣
大
な
る
戰
線
と
洋
々
た
る
海
上
■に
お
い
て
、.敵
の

武

力

.と

戰

ふ

と

と

も 

.に
、
敵
國
民
の
.精
神
及
び
生
活
カ
を
破
壞
す
る
こ
と
に
努
カ
し
た
の
で
.ぁ
る
。」

.

:

「

全
體
戰
维
は
®
に
葷
隊
の
仕
事
た
る
の
み
で
は
な
く
、
參
戰
國
民
の
一
人
一
人
の
生
活
お
ょ
び
精
神
に
直
接
影
響
す
る

と
こ
ろ
：の 

.も
の
.で
^
つV

、
/こ
れ
姻
單
に
政
治
0
變
^

^

，̂

人

及

び

：
ロ
1
マ
敎
#
の
勢
力
爭
が
益 

> 露
'滑
に
政
治
に
顯
は
れ
る
と
と
も
に
、 

諸
國
民
を
弱
化
し
、
；反
對
國
民
女
窮
乏
に
陷
れ
ん
と
す
る
努
力
が
益
々
表
面
化
し
た)

の
み
で
な
ぐ
、
入
口
の
嗜
加
に
伴
ふ
.

1 '

般
兵 

/役
法
の
採
用
士
、
益
々
纖
滅
的
威
カ
を
增
し
て
來
た
典
器
め
採
调
と
に
ょ
冷
て
迪
じ
た
如
の
せ
ぁ
る
？
戰
爭
に
い
ろ
^
ろ
の
種
類
の

.存
し
た
0
ば
過
*-
の
'こ
と
：で
'ぁ
る
0
;そ
の
後
ー
般
市
民
に
各
種
の
燒
彈
を
授
卞
し
、
且
つ
¥

.
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. 

.

.

.

.

. 

, 

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

* 

.
 

• 

• 

• 

- 
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.の
飛
行
«
の
：遞

步

：の
.增
加
,;
,
-
>■•に
向
つ
：
で

宣

傳

文

送

：る

.放
送
施
設
の
改
良
增
加
等
.に
ょ

り

ノ

全

體

戰

爭

は
-^
層
そ
の
深
刻
味
を
⑽

へ

.こ,

.

.

.

. 

• 

- 

. 

; 

.• 

• 

" 

- 

.

. 

... 

•

^
;0
?旣
.に
佌
界
大
戰
中
^
お
；い
.て
彼
我
：
.軍
隊
は
長
延
な
る
芷
面
、
深
き
戰
鬪
地
帶
に
お
.い
そ
交
戰
し
'
そ
の
地
：方
；の
往
民
は
直
接
自

•
 

.

.

. 

:':■
.
.
.
. 

.
 

.

.

.

.

.

.#
に
哪
藥
.
0指
向
：せ

-&
<
た
と
响
檨
の
遥
し
い
影
響
を
被
つ
，た
の
で
ぁ
る
が
、
.今
日
の
戰
場
は
.文
.字
通
：

a

交
戰
國
民
<o
全
範
圍
に
亙

:
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.

.
:

.

.
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:ー
る
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へ̂
臂
杧
軍
隊
の
為
で
.な
く
、

一
 

般
國
民
も
亦
务
都
分
に
^
り

程

度

の

差

：と

そ

ぁ

れ

;;
'
:
'
直

接

敵

の
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行

爲

，の

對

象
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〇_

五@

迫̂

窮
, ?

と
に
ょ
り
開
城
を
强
要^

也
れ
た
刺
に
似
た̂

亦
あ
鄭
方
全
體
戰
帶
は«

把
軍
隊
の
务
で:&

;.
<

ノ
直
接
國
民
に
、

.

對
し.

て
：も
擀
向
偉
ら'

れ
名
\ 0

:

犮
あ
：る%0

ヒ
0

篇
と.

ば̂

• 

•
, 

. 

- 

- 

... 

.

-

.

. 

现

實

め

灰

龙

：
に
弗
ひ
、ら

れ

>
:
;

又̂

ひ
ち
る
べ.

；き
で
參
る
。

「

'お
前
が

始： §

て
、■

&
:

た
；̂
と
當
て
镣
ま
る;.

;0

こ
0
こ'

分
が.

す.

べ.

ス
の̂

.

.

.

.

.
•
.

.

.

.

.

、

.

 

. 

. 

. 

. 

•
. 

.

'

體

戰

華

袖

、
.
そ

g

本
質
上
、
國
民
全
體
：が
そ
於生
存
；を
脅
か
さ
：れ 

>「

か

、
る

戰

爭

を

自

ら

引

受

.け

て

立

0

覺
悟
を
定
め
.た

齒

り

得

る
,:
0

,

:

。

:

ベ.

V

戰
爭
0
物
質
的
基
礎
は
、)

.

.戰
爭
そ
の
'も
0
0-
:規
獏
.を
極
度
_に
擴
大
し
て
'
:'
戰
举
當
事
國
の
全
國
民
•
全
靖
土
'に
お
.け
る
戰
爭
た
ら
し

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.....

め
た
こ'

と
は
、
，
確
か
に
靡#

大
戰
以
來
の
：戰
.#

'

'
.0

實
質
的
傾
向
：で
あ
る0

ゝ
こ
：、
で
; '
:

ル
：1

-

ン
ド
ル
フ
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
；ィ
ッ
ツ
を
批 

判
し
て
、
ク
ラ
夕
ゼ
ウ
メ
ッ
ッ

Q
「

戰
爭
は
異
れ
る
手
段
を
も
っ
て
す
る
政
治
の
延
長
で
あ
る

」

と
い
ふ
命
題
を
否
定
し
て
ゐ
る

P

ル
1 

デ
ン
ド
ル
ー.

フ
は
、>

.

ラ
ウ.

ゼ
ウ
ィ
ふ>

に
お
せ
名
政
治̂

戰
淨
の
關
係
を
顚
倒
せ
し
め
て
、

'

政
治

P

延
長
が
戰
筚
を
意
味
す
る
の
で
は 

な
べ
、
今
日
の
戰
爭
に
おい
て
は
、

そ
の
遂
行
の
た
め
に
；政
治
の
あ
も
ゆ
る
ガ
雨
が
利
用
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

ふ
の
で
あ
る
。
ル 

1

デ
シ
ド
ル
フ
は.

い
つ
て
ゐ
，

「

.

戰
筚

0

本
賓
が
變
化1

、
，
政

治

の

本

質

も

變

0
'

た
以
上.

は
、
政̂

七
戰
麥
遂
行
と'

§

關
係
も
、
ま
た1

|

ら
ざ
る
を
得
な
い0

ク
ラ
ウ

ゼ
，ウ
ィ
ッ
ツ
.の
立
■て
た
す
べ
て
の
理
論
は
、
最
早
全
然
廢
棄
せ
.ら
れ
ね
.ば
な
ら
ぬ
0 

.

.
戰
爭
及
.び
政
；治

は.、
と

も.に
國

民

.
の

坐

存

の

た

め

. 

.

. 

• 

.

に
行
は
る
：、
も
の
で
名
<;
-、
就
中
戰
爭
は
國
民
生
存
意
志
0
最
高
の
表
現
'で
ぁ
：る
0
:#
--
0
て
政
治
は
、
戰
學
遂
行
に
萆
仕
す
べ
き
も
6

' 

^
3
, 

:

こ
ふ
に
金
體
戰
爭
論
に
お
け
る
政
治
の
價
論
が
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
と
ル
ー
デ
ン
.ド
ル
フ
と
の
戰
爭
の
本 

質
に
關
ず
を
命
題
办
價
値
に
つ
い
て
は
づ
他
权
機
會
^
お
い
て
論
及
し
た
か
ら
、
匕
の
.場
合
、
.こ
、
に
苒
論
す
る
こ
士
を
必
要
と
し
な 

い
0
:
.
し
か
し
、
'金
體
戰
哦
か
ら
全
體
政
治
が
坐
れ
^:
や
ヶ
ぬ
認
識
す
る
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
ば
，、
-
.戰
爭
と
酿
敗
と
の
現
象
形
態
に
の
み
、 

そ
の
胍
を
向
け
た
も
の
で
あ
づ
て
、
戰
爭
と
_
治
の
：本
賢
5:
-
更
ら
に
掘
り
下
げ
て
、
そ
の
.眞
の
銮
礎
に
ま
で
到
達
し
た
も
の
で
.は
な
い
。 

fJ

か
..：點
は

、
，
.，自
ら「

理

論

の

敵

」

と

稱

す

る.
.ル>
t
.デシ
ド
ル
■フ
の
ょ
く
な
し
得
^
か
_0:
た

-<
?
:
ろ̂
：で
あ
.ら
‘ぅ
:0
.
:た
^
.彼
ヵ
^
代

戰
€-
の

擴 

•
大

發

風
0
性
&

お̂

ぐ
§
擬

じ

て

、
：金

體

戰

新
0
:機
樽
^;
あ
&

現
し
た
點
に
關
す
夺
费
献
は
、
こ
れ
を
否
定
ず
る
：こ
と
_
出
來
な
い
。
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全
罾
ま
^
ま
ま
疗
に
胄
つ
て
は
、

i

o
蒙
質
的
栽
礎
で
ある
經
濟
カ
の
ぬ
要
は
い
ふ
ま
で
も
な
いこ
と
で
あ
る
が
、
ゑ
§1
©
爭
で 

.

あ
る
怒
けi

國
塄
0.
'精
_
の
龄
張
が
高
<;
'評
儐
ざ
れ
ね
ぱ
：な
ら
ぬ
：。

.近
時
武
カ
戰
^
交
戰
*經
濟
.戰
と
，並
：
ル

で

, 

な)T

部
分
と
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
*
こ

O'
點
に
お
，：

S

て
當
然
で
あ
る
.。
も
し
、
國
民
の
生
活
が
、
戰
锻
と
多
少
の
關
係
が
.あ
る
と
し
て 

も
?-
>
戰
乘
4
遂
行
に
對
し
て
、
國
民
が
平
時
通
常
の
生
活
の
通
り
に
、
戰
時
に
お
.い
て
も
坐
活
し
得
。る
し
、
ト
ぐ
の
如
き
坐
活
に
ょ
つ 

，
て
、■

だ
親
行
し
得
允
時
代
で
あ
る
な
ら
ば
、
國
民
，の
精
神
的
緊
張
は
さ
ほ
ど
重
要
な
も
の
セ
は
な
い
。
戰
爭
が
國
民
の
坐
活
と
殆
ん
、 

'ど
無
關
痛
取
行
は
れ
た
中
佌
紀
的
戰
爭
の
如
き
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
し
‘か
し
、
現
代
の
戰
郇
は
旣
に
い
つ
た
や
ぅ
に
單
な
る
武
力
戰
爭

.…

犯
ば
^
歷
ィ
歌
場
及
び
銃
後
^
杯
^
る
廣
汎
允i
ff
l
に
：拎
げ
ダ
風
想
霧
®
:爵

髙

檄

だ

風

含

む)

が
、
凌
要
な
戰
牵
の

.
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課
題
と
な
つ
て
ゐ
るo

こ
の
點
を
强
調
す
る
も
ひ
に
、
わ
が
軍
部
が
あ
り
、
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
將
軍
が
あ
る
。

わ
'が
軍
部
は
、
思
想
跳
の
.意
_
を
、
次
の
■や
ぅ
に
强
調
し
て
ゐ
る
。

ぐ
-崔m
の
國
防
戰
锻
に
、お
,:

0て
..

ぬ
、
：>
0 4
■
职
_
_
獻
.奢
風
想

釋

が

武

力

職

'
,
：
經

濟

駿

お

細

ぞ

就

ベ
一
て®

爾
U

、
、
近

他亂
防
戰
執
の. 

;:

.重
要
な
る1. 部

！：

と
な
っ
た
の
で
f

 

oの
み
I

ず
、
平
時
に
お
け
る
國
家
相
互
間
.の
_

競

爭

上

に

も

亦

、
ハ
重

,

觀

5:
--演 

じ

て

ゐ
f

の
で
あ
ク
て
、
近
ft
：
國

防

馨
の
根
本
は
思
想
戰
V
M ;
濟
膨
が
、
其
の
主
流
を
な
す
も
の
と
鼻
し
な
け
れ
ば

f

ぬ 

.
時
代
と
な
っ
て
來
た
程
で
あ
る
0」(

思
想
戰
略〉

 

.

':
:「

思

想

、
：：
宣
：傅

戰

の

取

樞

機

關

と

_

.

,宣
歉
_
岑
呔
情
報
局
0

_

も
な
い
？
此
颍
機
關
の
翁
を
.見
る
£
、
*
撂
大
戰
_

て
：は
、
相
當
大
規
極
な
本
作

 ̂

ぐ
名
.に
.お

装

>
:近
代
的
.
.
5雪
段
た
る
思
鼂
が
出
現
し
た
。
此
の
ブ
口
'バ
ガ
ン
ダ
戰
,
の
勇
將
は
、
英
國
の
■

ス
ダ
リ
ッ
ブ

卿
”
.獨
逸
ル
1
デ
ン
ド
ル
フ
將
鼠
、
_
,米
亂
に
^;
'
.で
ば
大
絶
箭
ゥ
ィ
ル
ソ
ン
自
.ら
で
あ
っ
た
。..

•

.

.. 

•
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V
.碳

爭

の

：中

期

ょ

り

末

期

に

か

げ

て

、
恐

.る
べ
き
ブ
4
パ
ガ
ン
ダ
戰
の
.力
は
、
敵
國
戰
線
の
後
方
戀

4
り
，
其
0;
.國
內
の
栄
要
都 

市
、
«:
民
办
蔓
所
哲
.
&悬
揮
っ
ハ
て
遂
.に
獨
逾
側
^

こ
の
威
ヵ
の
前
に
崩
壞
す
る
に
至
っ
.た
0
そ
れ
が
_
ヵ
戰
及
び
經
濟
封
缓
戰

と
相
關
聯
b'
t
行
比
攸
た
；こ
.と
.は
级
論
ず
あ
る
が
、
ブ

ロ
パ
.ガ
'ン
ダ
紙
夫
れ
自
體
と
し
て
、
獨
自
の
立
勢
に
立

-0
-て
、
活
力
を
發
輝

.
し
た
こ
と
は
見
翅
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
：で
あ
：る
^

r
v-
v

v

''.

-
 

■

..■「

然
る
に
我
國
に
於
け
る
識
者
中̂
思
想
-̂
觀
念
の
認
識
十
分
^
ら
ざ
る

1

あ
.る
赤
化
I

工
作
の
.爲
め
，
如
何
6

國
上
下
は
擧
げ
てi

せ
し
か
、
又
滿
洲
事
變I

:じ

何
に
慘
儋
た
る
：苦
杯
を
嘗
め
た
名
か
.0

又
現
下
の
貿
易
經
濟
戰
に
於
て
列
國
0
宣
傅
戰
.の
，爲
め
皇
國
が
如
何
.に
不
利
な
る
立
場
に
置 

か
れ
て
居
3
か
：。：
是
等
を
考
ふ
る
と
き
平
戰
兩
時
を
逋
じ
て
0;
思
想
8
|§
系
盤
備
0
急
務
な
る
こ
と
は
論
議
の
餘
地
な
い
。
要
は
速 

に
之
が
實
現
を
圖
る
I

。」(

國
I

本
義
と
其
强
化
I

)

. 

'.:
':

^
•

.

.,
ノ 

ル
ー
デ
.ン
ド
；ル
フ
將
軍
も
ノ
わ
が
軍
部
と
同
じ
立
場
ヒ
ゐ
る
0

;

:

.

•

「

實
際
將
來
戰
に
泰
い
て
ノ
國
民
凇
そ0
精
神
的
、.肉
體
的
及
び
物
質
的
の
カ
を
戰
矫
遂
行
の̂
め
^
提
供
す
る
に
際
し
、
世
界
大 

戰
當
時
と
：は
全
く
異

0
龙
要
泳
是
受
く
る
で
あ
ら
ぅ0
國
防
軍
の
.國
民
：に
對
す
る
依
存
ク
就
屯
そ
の
精
：神
的
團
結
に
對
す
る
依
存
の 

，
程
度
は
將
來
決
し
て

I
少
す
る
こ
と
な
<
':
-
'そ
れ
0
可
能
な
る
晦
吵
、1:
.-
—*
:
九一..:

四
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 ̂ー
/v
年
の
世
界
大
：戰
時
ょ
り
遙
か
に
大
と
な
る 

〈

で
あ
ら
ぅ
。
'®
時
敵
國
は
ド
イ
ツ
：國
民

.の
--
致
團
結
を
破
瓌
す
る
爲
に
適
切.な
る
努
力
を
拂
つ
た
の
で
あ
る
が
、
_

は
戰
鬪
カ
の 

'
'破
*
と
と
も
に
右
の
如
き
努
力
を
併
用
す
る
じ.士
が
、.

一'舷
に
敵
國
戰
爭
遂
行
の
：目.標
と
，な
る
で
あ
ら
ぅ
。

J(

全
體
戰
爭
論)

■

ハ 

こ
の
こ
と
は
、
：單
に
自
國
と
敵
國
と
：の
，關
係
に
お
い
て
の
み
認
識
す
べ
き
で
な

V
、

自
國
の
國
民
と
軍
隊
と
の
關
係
に
お
い
て
認
識 

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る

;0

ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
は
い
ふ
。,-

:

.

民
のi

肉
體
的
>
經
濟
的
及
び
精
神
的
强
弱
に
左
右
さ
れ
る
。
ハ
就
中
精
神
力
は
非
常
な
長
期
に
亙
る
.戰
爭
に
際
レ
，
國
民
維
持
，の
た
め

:
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一
に
坐
*

_
學
に
麵
い
セ
、}
必
要
と
す
る
團
結
カ
を
集
及
び
國
民
^
與
へ

^

^

の

セ

あ

り
、

こ
の
團
結
は
又
；國
民
存
亡
の
爲
に
行
ふ
こ

.
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の
種
の
戰
爭
に
最
後
の
決
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る

:0
惟
ふ
に
今
日何れ
の
.國
家
も
軍
の
裝
備
や
訓
練
を
奪
閑
；

g.

附
し
て
は
ゐ
な
いo

:
爾
-

^

霍
询
團
結
负み
方
、
.柄
浪
そ
;'
1
>揉

に

盡
-.
L
、

戰

诗

の

苦

難

の

中

に

.お

い

て

も

、

將

又

敵

，
の

戰

爭

行

爲

の

下

：に

ぉ

い

て

も

-自
ら
必
勝
の
.信

念

に

燃

ぇ

：、
敗

然

<*
::;し

て

抵

.抗 

v

を
繼
顏
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

」(

全
體
戰
银
論)

.
，
.

.

.
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.

跟
c

t
お
け
る
精
神
的
粟
素
の
！
要
性
に
っ
い
て
は
"
以
上
、
Q
»I
1
用
に
ょ
っ
て
明
か
、で
あ
る
。從
來
.の
戰
维
に
お
い
て
も
、
.そ
：の
精 

刷
％
驾
潔
の
顧
_
々
れ
た
こ
と
漱
あ
る
0
西
洋
.に
お
け
る
騎
士
道
肊
お
い
て
あ
り
フ
殊
に
ゎ
が
國
の
武
士
«
に

お

^

て

ゼ
.<-

現
は
れ
て 

ゐ
る
。
風
士
道t

r

武
士
の
日
常
生
活
の
道
德
的
规
範
で
あ
：る
と
.と
も
に
、
そ
の
戰
時
の
規
定
：で
も
あ
る
.0」

武
士
道
的
方
法
.に
ょ
ら
& 

い
戰&

は
、
卑
劣
な
戰
書
動
と
し
て
排
斥
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
現
蓉
戰
時
國
際
法
の
規
定
鐘
似
し
て
ゐ
る
も
の
：が
あ
る
0
,し
^
 

し
、
武
士
道
Q

.S
神
は
全
體
的Q

I
Q
P

も
な
け
れ
ば
、
寡

的

Q

念
で
も
な
い
。
そ
れ
は
武
窗
い4

1
：

名
 

か
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
遛
德
的
心
襁
で
あ
り
、規
範
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
/"
そ
れ
は
戰
爭
と
の
關
係
に
.お
い

て

は

、
：
：
そ

の

戰

-#
の
遂
行
の

形
態
的
規
定
の
，意
味
を
持0
て
ゐ
た
に
過
ぎ
な
い0

.
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.現
代
.の
.思
想
戰
は
、
か
く
の
如
き
性
質
の
も
の
と.は
異
っ
て
ゐ
る
.
oそ
れ
は
ニ
っQ

側
面
を
持
っ
。
そ
の
一
っ
は
對
内
的
意
味
で

あ

 

り
、
そ
の
.ニ
は
;*
外
的
豪
で
あ
る
。
，第
二
は
二
っ
に
分
れ
る
。
そ
の

」

は
敵
國
に
對
す
る
宣
傳
で
あ
り
、
そ
の
ニ
は
對
中
立
國
宣
傳 

で
あ
る
。
從
っ.て
-
次
の
や
う
に
圖
解
す
るこ
と

が
出
來
る
。

思

想 :

戰 f

第
:--
-.

ま
內
韵; |

猶

菅_

オ
る«

憤
”

戰
帮
の
篇
義
の
減

_

*

纖
.

澈
體
制.

の
:^

め
.の
精
神
的
議

.く
；
。
：
：
.
；
'

:
「

敵
國
に
對
す
る
宣
.傅
 < 

敵
闕
民
に
敎
す
る%

の-
-

志
眷
，を
銷
耕
せ.

し
办
、
戰
意
を
崩
壞
せ
し.め
，

の
政
治
經 

.

ノ
 
:
i 

ぃ
ぺ【

中
立
國
へ'

^

海
丨
醤
に
對
す
る
麗
情•

•

启
國
に'

夢

る

：好
感
、

〕

中

立5

:

:

.

.

:

.

少
く
と
も
、
.
自
闕
側
に
好
意
的
中
立
の
態
度
を
採

& :

^
め
.‘る
_こ(

と
：
を

卽

的

'ヒ

^
今
^

^
V̂

、 

滴
っ
^
.
.、。
現
淹.の
：.思
想
聰
は
、
國
內
に
對
；す

る

思

撤

宣

傅

と

思

想

.«
制
ど
對.外
的
思
輝*報
導

：：の
宣
傳

^
.を
含
む
!0
.

そ
れ
.は
、
國
街
の■ 

單
な
る
道
德
^

姻
以
上
の
も
.の
を
含
ん
で
ゐ
.る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
從
來
の.戰
爭
に
.お
い
.て
行
は
れ
な
が
錄
ゃ
で
ば
な
い
が
、,- 

.
へ交
通
f̂M
ff

機
關
..の朱

發

達

狀li
■は

..こ

<p
極
の
：宣
傳
.

Q
.

可
^

性
を
否
定
し
た
も.の
：で
あ
り

、
且
つ
t
0.

の
.̂
體
戰
#
:

お̂

：
け

：
る

..や

ぅ

^

へ 

全
：國
烤
の
-̂
爭
べ
^
直
接
ま
た
は
間
接
の
參
加
を
必
要と
，し
E
.
0た
こ
と
に
ょ
つ
て
、
そ
れ
は
發
展̂
だ
が
っ
た
？
ぼ
來
：の
戰
報
が
ハ 

そ
0
社

會

§̂
|
^

ょ̂
つ
；

^ :

、
ー
そ<0
.獷
太
性
が
限
定
さ
れ
て’ゐ
た
と
；同
様
の
事
情
に
ょ. ^

も
0
で
あ
る
0:

し
が
る
：に
瑰
在
'の戰
#
は
、

.'

.

國

家

成

員
0

备

體‘
の
；直

霞

ま

街

社

間

簾

斯

費

^

^

?

行

ぼ

れ
.

る
0

%

差

異

：ぼ

あ

るo::

こ
：の
：場

合、
.戰
举

の
#
加

者
.ば
武
士
：
々

い

ぶ

や

ぅ

な

社

會

的

身

分

で

あ

ヵ

ぃ

こ::
0
;馨

が

—

_
0鞲
神

-^
栽
.
の
.確
立
|:
:
#要
と
す
る
_所
枞
^
*>
芬
0 

.
'
所
有
者
階
級5; 枘

間
階
級
•無
産
者
階
級
：

g

全
階
級
，
 

の
：動
員
f
必
W
と
す
る
現
代
:®
_
は
4 

て
，
の

動

員

に

ょ

つ

て

、

‘そ
れ
ら.の
屬

す.る
民

族.全
{!
§
の

た

め

：
の
：

'戰
部

を

遂

行

す

：
：
 

る
'の
：
で

あ卷

挺

や

て

ハ

民

族

全

體
^
し
て
め
意
識
が
高
揚
せ
セ
れ
ね
ば
な

，
^

^
し
か
る
に
す
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す
る
に
は
相
異
な
い
が
、
：彼
等
は
そ
れ
と
と
も
に
、
あ
る
階
級
の
一
..員
で
も

あ

り

、

あ
る
職
業
曆
に
屬
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
場

.

.

、

■■'
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.
'

:■.
'
•
-■>) 

V
.
.
. 

-

•

-
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■
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.ン.
-
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•
合
、
國
民
：の
ブ
人
ー
人

.の
盯
常
生
活
に
ょ
つ
ヤ
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
意
識
は
、1僧
級
0
意
識
で
あ
り
、

ー
職
業
曆
の
意
識
、で
あ
る
。
日 

常
生
活
に
お
い
て
、.こ
の
範
圍
を
超
越
し
て
、
眞
の
意
妹
に
お
け
る
一
民
族
的
の
立
場
に
ま
で
商
楊
す
る
意
識
を
持
つ
こ
，

^
は
，
通
常 

人
と
し
て
、
多
く
の
困
難
が
あ
る。
' し
か
し
.、
こ
の
部
分
的
意
識
を
持
つ
セ
、
戰
郇
に
關
與
す
る
場
合
、
彼
等
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間 

に
、
彼
等
の
階
級
的
ま
た
は
職
業|

識
’か

ら

、身

l

g

し
勝
、1

る
。
そ
の
.
判
斷
が
、
全
體
の
意
識
と
合
致
す
る#
 

に
お
い
て
は
、
問
題
は
な
い
が
、こ
れ

と背
致
す
る
.場
合
に
.は
，
問
題
で
あ
る
。
か
ぐ
の
如
き
場
合
を
生
ぜ
し
め
な
い
た
め
に
は
、
豫 

:め
全
體
的
意
識
の
何
も
の
た
る
か
を
知
ら
し
め
て
置
く
必
要
が
あ
.る
。
爸
れ
は
日
常
ー
の
敎
育
制
度
の
卞
に
お
い
て
も
行
は
れ
て
ゐ
る
。

:

殊
に
わ
が
國
の
敎
育
が
、
下
は
小
學
校
か
ら
上.は
大
學
に
い
だ
る
ま
で
、
麗
の
本
義
に
恶
く
敎
育
钇
行-0
.:て^
て
、
：國
家
の
謹
に
添 

ふ
や
ぅ
な
精
神
の
訓
育
に
務
め
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
柚
象
的
意
義
に
お
い
て
、
さ

‘ぅ
，5
.ふ
敎
育
炉
行
，は
れ
て
ゐ
：る
の
セ
、
戰
爭

七
い
ふ
.特
殊
の
場
合
に
應
乜
て
、,そ
，0
戰
爭
の
意
義
に
.つ
い
て
0
精
神
的
統
一
と
時
代
的
要
求
を
明
示
し
て
、：
阈
民
を
U
:
.
て
.嚮
ふ
と
こ

• 

. 

.
'
•

•

ろ
を
知
ら
し
め
る
の
は.、
戰
爭
の
遂
行
に
當
つ
て
極
め
て
必
要.で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
：思
想
宣
傳.に
銃
制
が
問
題
.と
な
る
の

..-•...
 

.

.

.

..

..

 

.

 

•

•*
«.

-... 

..

..

.

 

.

. 

,

で
あ
る
。
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■
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V
:
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-
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.

要
す
る
に
、
現
代
の
戰
爭
は
、
物
質
的
方
面
と
精
神
的
方
，面
と
の
兩
面
か
ち
：の
：摩
備
を
必
要
と
し
、
そ
の
準
備
完
全
.と
運
用
の
全
備 

と
が
、
そ
の
勝
利
を
：窗
ら
す
も0
セ
：ぁ
る
。
從
つ
て
、
：

1

般
戰
举
へ
：
の
氣
運
が
醸
：生
ぜ
ら
る

V
とp

、

:
tベ
て
の
國
ば
、
そ
の
國
を
擧

!げ
ー

そ

の

脉

カ

の

：限

り

|:
_
し
：
て
：
、
：
そ
：
の

準

僦

を

强

行

ず

る

0 

_

1

—

^
^

■

.

.の
：解

備

に

過

：ぎ
な
'が
.つ
た
。
そ
し
て
、
：大
戰
及
び
大
戰
後
に
#
い
：：て

、
.
：

 

來
る
べ
き
戰

.
 

/
»
. 

-

.

 

爭
を
'ー：層
大
規
模
.の
も
0
た
.ら
し
め
る
と
豫
想
さ
れ
だ
。
殊
忆
1
:九
3:
九
年
队
後
§
_
界
恐
慌
は
^

し
^
の
輸
揭
地
獲
得
ま
龙
は
そ
れ
と
^
ブ
ロ
夕
ク
强
化
命
衞
を
日
程
に
登
レ
て
^

れ
は
二
九
兰
年
以
後
忆
お
げ
る
各
國
軍
事
費
の
增
加
に
：お
^:
$

最
も
:̂
:
<
規

故

れ

て

ゐ̂
;-
-
'
0
^
^

\
 

.
と

さ

れ

：て
：ゐ

る
0
し
;̂
し
そ
れ
は
，
單
汰
る
民
族
主
義
:0
,時
代

ゼ

ぬ

な

く

：し
て
^

^

^

.

ブ
：.

ロ
：：

ッ
グ
民
族
：生

義

は
，
'數
個
0
領
域——

隣
獴
滩
域
ま
炎
は
散
在
的
地
域——

驚

:̂-
- 

:；

,諸
領
域
0
戾
載
の
§

甚

づ

..て.
1
,
丸
じ(

て
汐
圭
嬰
€

 

ロ
ッ
.ク
領
域
的
指
導
的
立
場
を
擁
護
し
ょ
ぅ
と
す
:

•

,
■̂
.も
の
^
あ
.る
;:
0
故
：に
、
：；：主
要
指
導
域
族
は
、
そ
れ
自
體

0
民
族
主
_
を
、
そ
0
醇
化
し
た
形
態
に
お4 

■

:

そ
れ
：は
^
免
の
：民
*
^
 ̂

親
ら
し
い
ブ
ロ
ッ
ク
民
族
主
義
を
形
成
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
物
質
的
な
趣
礎
を
必
要
と 

,

: 

す
る
。
經
濟
的
政
治
的
發
狼
が
、
，こ
れ
ら
の
數
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
.に
擴
大
せ
.ら
れ
て
、
實
質
的
に
指
導
的
民
族
の
.地
位
が
確
立
さ
れ
セ
ゐ
-

.る
こ
と
を
必
要
と
.す
る

.
o 

• 

V
.

.-
■

、

-

.

 

.

-

 

-

 

.

 

.

.

-

 

-

 

-

.
か
く
の
如
き
經
濟
的
政
饴
的
發
展
は
、
あ
る
程
度
ま
で
、
そ
れ
自
體
の
中
に
統
制
的
要
素
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自
然
發 

坐
的
統
.制
が
、
戰
辦
，の
#
備
時
代
か
ら
戰
時
に
亙
つ
.て
*1.

層
强
化
せ
，ら
れ
て
1
戰
時
統
制
に
發
S
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
戰
時
統
制
：
 

の
可
能
蚀
は
、
貧
に
こ
：.の
自
然
發
坐
的
統
制
の
成
熟
の
程
度
如
何
に
ょ
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
0
.做
へ
ば
、
現
に
戰
爭
に
從
事
し
0
\
あ 

7 

i

写
統
制
經
濟
軟
策
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C
T
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二
'

)

る
：日
本
^
支
那
と
.を
比
較
す
れ
緩一::

見
明
瞭
で
あ
ら
ぅ
。
：

：

わ
が
國
は
、
德
：川
幕
府
の
成
立
以
来
全
國
的
銃

--
へ
，
の
過
程
を
迪
つ
て

f
、 

,殊
亡
明
治
維
新
以
後
ば
、
名
實
ど
も
に
銃|的
：國
家
と
し
て
：存
立
發
展
し

.て
ゐ
る0、政
治
的
に
も
、
パ
經
濟
的
に
も-
,自
_
と
統
制
と
が
_. 

並
び
行
は
れ
：.てSベ
全
國
：に.劃
..一：的
統
制
を
行
ふ
場
合
に
は"
そ
.の
.發
视

が

直

：：ち

に

甚

礎

^
康
；:<
>
て
：、容
易
に
銃
制
の
實
現
を
期
し
得
る0 

し
.か
る
に
、
支

：那
に
.お
^
て
は
、
：そ
の
領
域
の
廣
大
な
る
今
そ
の'上
に
行
は
れ
る
經
濟
生
活
の
未
發
達
狀
態
と
に
ょ
つ
て
、
い
ま
だ
そ 

の
全
領
域
に
苴
：る
政
治
的
銃

1
が
行
：は
れ
尤
ゐ
な
い
。
：

..蔣
介
：石
は
、
''
\震

1主
義
蓮
働0
:形
诚
.に
ょ 

I

ぇ
た
が：'

滿
f

變
S

つ 一
3

聯
支
持
の
^
に
赤
笆
共
和
獨
立
國
を
形
成
し
^

ソ
滿
洲
事
變
以
後
ゆ
ぉ
い
て
、蔣
介
石
と
共
產
黨
と
は
-̂
抗
日
民
族
戰
線
の
形
成
に
ょ0

 

て
、
'全
國
1

1
す
I

に

見

實

質

I

1

S
い
. 

ま
だ
速
い
も
0
が
ぁ
る
。：
リ
1
ス
J

1
ス
0
.幣
制

改

：革

は

、
こ
の
.統

—
に一

つ
0
機
緣
を
與
へ
た
も
の
で
：は
ぁ
る
が
、
そ
れ
が
完
成
せ 

:

ざ
る
に
先
ま
つ
セ
、
北
支
事
變
か
ら
支
那
事
變
.へ
と
發
展
し
、
、'中
國
の
樞
要
都
市
は
、
，
わ
：
が
軍
：の
.占
據

す

：る
：と

と

ろ

と

な

0
て
ゐ

る
。 

こ

，の
：
こ

と

は

、
支

：那

の

統

制

の

不

充

分

.で
あ
|

と

を

癌

す

と.同
睁
.に
、
：
支

那

に,
け
：る
自
然
發
生
的
統
制
が
、
い
ま
だ
そ
の
發
展
し
た 

階
段
に
ゐ
な
い
.と
、と

を

も

示

す

も

：の

で

あ

：る

°
,

.

要
す
る
に
、
現
代
の
全
權
戰
爭
に
ぉ
ぃ
て
は
、
そ
0
遂
行
の
.た
め
^
經

濟

的

並

：に

精

神

的

銃

制

が

必

耍

で

ぁ

，る

.が
、
こ
の
統
制
の
可 

能
性
は
、
そ
の
國
家
に4

け
る
そ
れ
*
で
の
：經

濟

的

發

展

に

よ

つ

て

.制
約
せ
.ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
制
約
を
越
.え
て
の
統
制
は
、 

そ
'の
所

期

：の

效

果

を

擧

げ

得

な

ぃ

.も
の
と
：ぃ「

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.：而
し
^
^

國
皮
：一
般
(/
>
'協
カ
を
.得
な
.い
；や

ぅ

な

方

法
.で
行
は
れ
务
と
き
、
そ
の
.統
制
.は
單
に
名
目
'だ
け
に
||
:
ま

る

場

合

が

あ

る

。

.-
:
'
現

在

わ

が

國

の

■
- 

-

.
銃
制
は
、
あ
る
程
度
ま
で
、
ょ
く
行
は
れ
て
ゐ
务
が
、
，戰
時
的
銃
制
の
中
に
は
、
當
事
者
と
し
て
の
骨
吏
に
銃
制
の
實
質
に
不
豸
㈧
.の

- 

.

.

.

 

•
.
.
、
.

た
め
、多
少
の
.混
雜

が

行

は

れ

：て

ゐ

る

場

合

が

，

あ
：.

る
。
5
は
ゆ
る
{目
.僚
獨
籍
也
呼
ぱ
'れ
ゐ
態
度
の
.如
き

ほ

：、
疏

制

の

蓮

用

を

.阻
'害

す

る

も 

•9
で

あ

つ

て

、.：當
事

者

士1>
て
、
.ー
：層

運

用0
^

以

上

ほ

大

體

に

：

お
い
.方
、
«
時
に
：お.け

る

統

制(0
必

要

弩

一

:般

的

に

經

濟

的

 

以

下
に

. 

V

 

-

 

'

-

ぉ
ぃ
ゼ
、
そ
れ
ら
の
銃
制
が
如
何
に
わ
が
國
岸
お
い
て
行
は
れ
て
ゐ
る
.か
、
そ
.こ
に
は
如
何
な
る
問
題
が
存
往
す
る
か
の
.點
.に
つ
い
て
、

多
少
論
及
し
て
見
ょ
ぅ
と
思
ふ
。

'

.
:

>.
 

'

.

:

;■. 

. 

.

.

.

.

-
 

.
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第
|
1部

.-
';あ
が
國
|
1お
け
る
戰
時
經
濟
統
制
感
展

：

. 

>
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■
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.わ
が
國
瑰
代
：の
_
時
經
濟
銃
制

.0
基
礎
を
形
成
す
る
芩
の
は
"
ョ
ー
:ロ
：
：
ッ
；パ

大

戰

以

後

：に
：お

^

ョ
ー
ロ 

>
。ハ；太
戰
が
、
わ一
が國
に
E -
大
な
經
濟
的
刹
：益
を
齎
ら
し
た
こ
と
せ
、掏
知
の*

實
で
あ.

る
が
、
：こ
の
利
；益
：は、
單
に
企
業
家
に 

利
益
.を
：與
へ
'た
'に
圭

ら

ず
、
わ
が
經
濟
組
織.
0.上
に
企
業
の
集
中

^

資
本
の
蓄
積
と
を
窗
ら
し
た
も
の
で

.

あ
る

0(

拙
著
現
代
日
本
.の 

資
本
主
_
世

-.
#
經
濟
問
題
講
座
.

)

し
か
る.

に
、
.，
，ョ.
1ロ
.ッ
：パ'

大
戰
以
後
に
お
い
て
、
ョi

^
ッ
パ
諸
國
が
漸
次
軍
需
エ業
か
ら
平
和
® 

業
へ.

0

編
成
替
が
完
了
す
る
と
と
冬
に

>

久
し
く
戰
爭
の'

た
め
^ ._

办
る̂

と
の
：出
來
な
か
つ
た
そ
の
舊
販
路
：に
立
ち
歸
つ
て

.

來
た

0 

そ
れ
は
、
：.戰
爭
忆
よ
:<
>
て
發
展
せ
し
：め- 6-

.れ

.た
生
產
カ
宏
4
つ
へ
て
ぼ

■賊
？

I

.舊

软

策
.

■  

(
.〉

：
 

I
 
. 
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高
關
税
に
ょ
つ
て
、
他
國
の
商
品
を
壓
迫」

し
た
の
、で
あ
る
。
こ
の
結
课
と
し
.て
、
當
時
い
ま
だ
高
物
價
を
維
持
し
.て
來
た
わ
が
經
濟
界 

は
、
直
ち
に
、
輸
出
業
の
不
振
に
昆
舞
は
れ
言
る
を
得
ざ
る
に
：い
た
り
、
自
然
發
生
的
に
經
濟
統
制
は
、
先
づ
輸
出
品
の
銃
制
に
加
へ 

ら

れ

な

；：太

芷
^

0
_

「

：露

義
«5
.品
0:
:
業
組
合
法
锣̂

輸
出
齟
合
法」

が
政
府
に
^

法」

制
定
0:
:
.趣
旨
ば
:;
'
;次
0 ;
ご
と
く
こ
の
事
態
を
說
明
し
て
力
る
。

.

.

' .「

麥
業
席
不
癖
の
最
太
原
因
は>

世
界_

反

動

龙

る

术

景

寒

は

さ

て

措

き

、
，

..

：企

業

組

織

が

、大
半 

營
の
規
糢5:

/

益
々
大
な
ら
し
め
て
、

.

優
良
齊
一
な
る
製
品
を
多
量
：に
生
產
し
、

(

：以
て.

世
界
市
場.

に

馳

驅

せ

ん

と

す

：る

&

代

エ

業

の

趨

： 

勢
に
順
應
七
る
こ
と
を
得
ず
、
不
完
全
な
る
設
備
を
有
す
る
企
業
者
が
雜
然
と
し

.V

分
立
し
、
其
間
連
雜
なく
'

銃
一
な
ぐ

、

徒
ら

. 

.

.

.

.

. 

.

-

.

.

.こ.. 

' 

•

、に
眼
飾0 .

:

小

利

に

幻

惑

し

：て

.

不

必

要

な

名

：競

雜

を

續

：け

'-
'

«

品
の
齊

1

向
上
を
期.

せ
ず
、
延
い
て
粗
製
濫
造
の
弊
に
陷
り
累
を
一
般 

輸
出
品
に
及
ぼ
し
づ1:

あ
る
。
七
の
企
業
組
織
を
改
善
し
、

.

其
生
產
過
痺
に
遡0

て
、
之
に
組
織
と
銃
制
と
を
與

.

へ
：
：」

. 

.と
い

つ

：
て

を

ザ

：

| |
:

ら

：に

續

け

て

、
ぃ
'
:
,
丨

.

.

「

之
が
方
策
と
.し
て

重

要

輸

出

品

に

關

し

弋

、
(

薪
た
に
組
合
制
度
を
樹
立
_し
.い
±

1

の
覺
0|
を
促
し
、
そ
め
共
助
共
榮
の
精
神
に 

J:
:
-り
：て
、
向

業#
相

集

り

：
>
.製
品

の

檢

脔

を

酿

に

：し

> 
各
種
の
共
同
施
設
を
な
し
、
組
合
員
の
事
業
經
營
に
組
織
と
銃
制
と
を
與
へ
、 

秧
序
あ
る
合
理
的
企
業
經
營
に
依
す
そ
め
製
品
办
改
良
^

ブ
と
生
產
能
率
0.
増
進
を
_
»)
;
>
:
_
製
濫
造
の
積
弊
を
斐
除
し
て
、.

輸
出 

■'
.品H

*

の
栽
礎
を
確
立
し
、
以
て
優
良
齊1

の
商
品
を
多
量
に
國
際
市
場
に
提
供
し
：く
：」

公

,:
ヾ
'

と
あ
る
？
こ
れ
：钱e

重
要
輸
也
品
と
し
て
の'

輕
ェ
業n

'n
n

r

t

f

t 

ロ|

目̂

制
定
.に
つ
：

S

 

■て
同
機
の
趣
旨
.に
從
0
セ
ゐ
る
の
で
あ
る
.;
0「

即

ち

本

法

に

ょ

り

中

小

、輸

出

業

者

間

に

組

織

と

統

制

と

を

與

：
へ
，
、
相

瓦

の

萄

：

:

ぐ.
-.
-
' 

• 

.................
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.
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.

.

制
.に
ょ
：り

從

來

め

；無
_
競
筚
そ
の
他
.の
弊
庵
を
防
典
す
る
と
共
に
、
：分
散
せ
：る
勢
カ
^
集
合(

し

て

、
：金

融

土

、
.そ
の

：他

營

業

上
o
te
rr
l
: 

を

得

，

更

に

：進
.ん
セ

積.極
的
^
各
禁
の
適
切
な
洛
共
同
施
設
を
行
ひ
&
敗

で

そ

の

與

脬

共

榮

を

圖

る

义

共

に

^

我

輸

出

貿

易

の

振

輿

を

.

-

-

/

 

ノ
、

 

'
■
.

'

 •

 

:
.

.
*

:

■■
■

期
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る

」

と
：い
^
て
办
る
'0
,
:こ
：の
場
合
に
.も
、
問
題
^
な
る
銃
制
の
對
象
は
、
中
小
エ
業
者
並̂
中
小
轍
出
業
者
に
：

關
す
る
も
の
.で
あ
る
。
こ
の
重
要
輸
出
品H

業

組

合

法

は
 

>
:
:
昭
和
六
年
忙
改
正
せ
ら
れ
て
、
.エ
業
駔
合
と
い
ふ
名
_
の
ー
下
に
、

そ

の
«

-

' 

• 

. 

. 

■

.

.

.

.

. 

- 

: 

.

容
に
多
大
の
改
正
が
加
へ
ら
れ
た
。
即
ち
ぬ
業
組
合
法
に
お
け
る
工
業
統
il
は

、

「

輸

出

品

な

，る

と

內

地

品

た

る

4

.1
:
問

は

ず

、
廣
く
一 

股
重
要H

靡
品
に
及
ぼ
ぬ」

t
の
で
あ
る
サ
組
合
0
機
關
と
し
.て
の
工
業
組
合
中
央
#

^1

段
^
强
化
せ
ら
汍
たo

昭
和
六
年
に
は
、
輸 

出
龃
合
法
を
改
祐
せ
ら
れ
龙
。
こ
れ
は
、；
昭
和
九
年
に
お
い
て
も
改
圯
せ
ら
れ
た
9
;第
^
の

制

定

當

時

の

：統

制

は

、
：製

品

の

檢

：丧

に

重

.點
が
齔
か
れ
て
ゐ
恕
の
で
あ
る
が
、
，今
囘'0
.改
班
に
'お
い
て
は
、
輸
出
慣̂

及
.び
數

量

に

重

點

が

置

か

れ

：、
銃

制

は

--
-
段

と
强
化
せ
ら

.

.

•
、：

 

:

一.
-...:..

'... 

...

.る
、
に
至
つ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
輸
出
品.エ
業
に
關
す
る
銃
制
は
、
：；政
府
が
、

H.

業
に
.對
す
る
保
護
獎
勵
か
ら
統
制
へ
乘
り
出
し 

た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
い
ま
，だ
わ
が
エ
業
の
中
樞
的
地
位
を
古
め
る

.大
エ
幾
：：へ
：
の
統
制
で
は 

な
ぐ
、
中
小
エ
燊
兄
對
ず
る
保
護
的
統
制
で
あ
る
。
わ
が
輸
出
品
エ
業
の
大
宗
と
し
て
絹
布
を
別
と
す
れ

‘ば
、
そ
S

は
雜
品
i

で 

'あ
つ
て•

わ
が
低
廉
な
.勞
働
力
に
ょ
る
苦
奸
制
度.加
工
業
の
保
護
統
制
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の•輸
出
品
は
、
わ
が
國.の
輸
出
品
中
0
重
要

な
も
の
に
は
相
違
輝
い
の
で
あ
る
が
、
わ
が
：國
工
業
の
遨
本

H

業
と
は
い
ひ
得
な
：い
の
セ
あ
る
。
.
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.
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從
つ
て
、
世
淞
大
戰
後
の
不
況
が
深
化
す
る
に
及
ん
で
、
こ
れ
ら
の
31
:
要
藤
業
に
對
す
る
保_
赖
制
も
、
ま
た
問
題
と
な
ら
ざ
：る
を
得 

戰
統
制
經
濟
政
策
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统
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政
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こ
、
ノ

:

:

 

.

: 

六
.

Cヾ
.

0
 

六
：

六
：}

.

众
ぃ
。
輕
エ.業
並

sH

業

.
女

通

じ
て
、.

世
界
大
戰
時
代
に
潑
展
上
：
の

-過

程

を

迪

つ

た

も

の

.で

I

が
、戰
後
の

不

，況

時

1

に

•は

、

わ

 

か
周
の
產
業
は
、
早
く
恐
慌
忙
見
舞
せ
れ
て
ゐ

,

で
め
.點
か
ら
も
、統
制
が
必
要

:-
e

あ
.つ
た
が
、
.册
界
大
戰
は
、

わ
が

H
.

多
大
の 

.
禾
益
を
齎
、

し
た
の
で
念
速
.の
整
理
令
酒
化
女
必
要
と
し

及
か
つ
次
の
で
あ
る
。

f

ィ

ッ
の

合

理

化

麗は
、
一
九
ニ
‘六
七
乍

つ
 

て
ゐ
る
が.

'
わ
が
國
に
そ
れ
が
唱
道
さ
れ
、制
度

-<
?
:

し
て
、
臨
時
產
業
合
现
局
が
商
エ
将
に
設
立
さ
れ
た
の
は
ノ
昭
和
五
養
月

0

こ 

と

で

あ

りI
九.t

一
九
年
の
世
界
衆
慌
以
後
の
，こ
と
で
あ
る
。

こ
い
世
界

‘恐
慌
の
開
始
以
來
、
：
わ
が
國
は
、
.

そ
の
農
業
的
部
面
に
お
.い 

て
も
、
.

1
的
部
面
に
カ
い
て
：も
、
そ.

の
‘
直
大
な
影
響
を
蒙
り
、
こ

.

，
に
わ
が
國
の
經
濟
政
策
の
一
大
轉
換
が
見
ら
れ
る
養
つ
：

た
”
 

そ
れ
の
第

一Q
；

現
は
れ
は
、
證

產

業

統

制

法

Q

昭
和
六
S

お
け
る
成
立
‘で
あ
る<
,
'
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二.
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.

取
要
_

箭

法

は

、
昭
和
六
年
に
成
立
し
た
。
昭

和

粢

は

：
世
#
獲

が

、
.
T
•
メ
リ
力
合
衆
國
に
勃
發
し
產
々
年
で
あ
り
、 

滿
讲
裏
の
ー
起
つ
雜
に
當
つ
て
ゐ
る
。
こ

の

.#
兆
恐
慌
の
屋
对
、
計
り
如
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
.世

產

產

•貿
易
•齒 

^
に

及

-^
丨
^

傅
の
傾
向
が
念
激
ヤ
あ
つ
た

こ

と

と
、
そ
の
持
續
性
士
の
激
と
に
お
い
て
、
未
曾
有
の
こ
と
で
あ
.つ
た
。
工

業

'
*
,
農
 

業
•證

声

に

お

け

る

S

Q

.

■
で
あ
々
空
と
は
、
こ
、
.に
叙
說
す
I

で
も
な
ぃ
。
縣

に

業

部

H

Q
恐
慌
は
、農
村
の
破
局 

を
さ
へ
尼
は
1
ダ
る
も
の
で
あ
;0
:%
0
こ
の
：
世

界

恐&
め

影

響

：に

湘

尊

友

加

べ

た

も

の

对

、

常

诗

の

大

藏

大

K
沖

上
_
之

叻

氏

の

；金

輸 

出
f

解

除

に

よ

る

デ.フ
レ
1
シ
9

■

■
敢
S

あ

奮

。

こ
.0
政

策

其

运
て
、
中

小

企

業

者
0

|

逢

1

化
し
た
。
'ゎ 

;;
^
經
濟
の1

■

面

的

惡_

■

っ
_

、
ー

こ

寞

而

卿

經

濟

危

機

に

馨

^

等
が
の
維
持
#
た

は

打

開

策

を

有
*
今

そ

：れ

ほ

資

本

の

，勢

力

に

ょ

る

企

業

集

中

を

敢

行

A

て
、
坐

產

規

椟

の

維

持
•價
楮

の

.維

持

を

な

.
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■■■■■■■
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■
 
■
 

■
■
■
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.
•

さ
：
ん
：
七
す
：る
：も
へ
の
：

..で
患
る
;°
:巨
大
軚
?.
ン
：ッH

ル
ン
き
ト
ラス
ト
，
力
ル
テ
ル
の
組
織
は
、•か
く
の
.如
：き
.大
資
本
を
中
心
と
し
て
結
成
せ 

ら
拃
る
。'そ
れ
，は
：資

本

主

_
發
«
の
：
必

然

的

結

果

；
で

ぁ

<>
:

^

為

に
お
い
セ‘
ま

た
'獨
占

的

段

階

の

：完

成

：以

後

'に
：.お
.い
.て
.、
.採
用

せ

も̂
^̂ 

わ

が

經

濟

界

：は
：、

'大
茁
0
末

期

か

ら

昭

和

.の 

，
初

期

に

^

い

ゼ
--
'1*と
：
の

睃

階

贮

達

七

た

0 

.
と
へ
の
傾
向
を
强
化
：

1>
;'
'
'世
舉

恐

慌.
0影
響
を
出
來
得
态
だ
け
縮
減
1.
ょ
：乃
と
1
た
も
へ
の
が
、

. 

食
要
產
業
銃
制
法
で
^
忌

條

文

，三

爾

に

適

ぎ

な

い

簡

單

な

.も
：

3;

で
：
は
ぁ
；る
が
、
：わ

が

銃

制

經

濟

進

联

の

土 

制
.で
あ

る。
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S
要
ナ
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.產
業
ヲ
營
ム
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生

產
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へ
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以
：上
>
加
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前
項
ノ
：產
業
ノ
種
類
、
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指
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ス
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:前
項
ノ
規
定
-

, 
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第
二
條
.
主
務
大
E
前
條
ソ
銃
制
協
定
ノ
抓
盟
容
三
分
ノ
ニ
以
上
ノ
中
請
ア
リ
タ
ル
場
合
！

1

於
テ
當
.該
產
業〜

公
芷
チ4

利
益(

ヲ
：保 
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.
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解
シ
_
民
經
濟
.ノ
德
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ナ
^
發
達
艺
圖
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篇
特;#

者
又
ハ
典
ノ
協
妲
ニ
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セ
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ル
同
業
者
ュ
_
對
シ
テ
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協
足
ノ
洤
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コ
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ス
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こ
れ
'が
重
要
龄
業
統
制
法
の
全
文
で
あ
る
が
、
當
時
の
商
工
，大
臣
俵
氏
の
說
明
に
よ
れ
ば
、
.わ
が
產
業
界
に
お
け
る「

無
謀
な
る
競
爭」 

を
緩
和
し
、
こ
れ
に
統
制
を
與
へ
て
、
國
民
經
濟
の
健
全
な
發
腿
を
期
す
る
と
い
ふ
に
あ
る
。
そ
の
統
制
對
象
と
し
.て
ば

、
輸

出

品

，エ
；
' 

業
組
合
法
が
中
小
エ
.業
の
|

|

標
と
し
.た
の
に
對
し
て
、
.重
.要
產
業
統
制
法
は
、

^

要
靡
業
銃
制
法
の
適
用
を
受
け
つ
、
あ
る
產
業
は
一
一
十
四
種
に
登
つ
て
ゐ
^
。
線
^

^

|

¥絹
絲
^
績
業
，
入
造
_

_
罾
造
業
，
カ
！ 

バ
イ
ト
製
造
業
•!«
粉

製

造

業

麻

鞭

製

造

業

、
酸

素

製

造

業

•硬
化

油

製

造

業•セ
メ^

:

ト

製

造

業•
-:
硫

化

炭

素

製

造

業
•精
糖
製
造
業
• 

合

金

製

造

業•洋
觝
霖
造
業
&:
紙
製
^

^
小

麥

緣

造

業

編

鐵

霞

«

棒
鋼
製
造
業
，
山
形
.鋼
製
造
業
*鋼
板

製

造

業

，
銅

又

は

眞

鍮

^
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Ksislif
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'
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ビ

0
法

令

：の

適

用1
受
げ
る
製
造
業
は
、
如
何
な
る
1銃
制
を
|
|
す̂
る
：か
。
.そ
れ
は
、
法
令
の
定
め
る
と
：と
^

て
：、
每
と
し

. 

て
こ
.れ
ら
の
製
造
業
に
お
.け
る
自
己
統
制
で
あ
つ
て
1
第
.

一

ー
條
0
規
定
は
、
い
は
ゆ
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
適
用
亡
ら
.るvr

も
の
で
あ 

-る
令
こ
办
點
に
お
い
て
*
こ
.の
法
令
は
、
カ
ル
テ
ル
强
化
•の
意
味
を
有
す
る
:0

.重
要
產
業
に
お
け
る
カ
ル
テ(

ル
化
は
'
旣
.に
，こ
の
法
令

の
成
立
以
前
に
お
い
.て
進

行

し

つ

、
あ
.つ
た
の
.で
あ
る
。
こ
の
法
令
は
、
■こ
の
事
態
の
發
展
に
法
的
根
據
を
與
へ
.、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
.

-

、

- 

.

.

.

.

. 

.

; 

.

.

.

.

. 

■
. 

,
.
 

.

.

.

に
関
す
る
規
定
を
設
け
：る
こ
と
に
よ
つ
'て
、
.こ
れ
を
强
化
し
、
カ
ル
.テ
ル
化
を
容
易
化
し
强
化
.せ
し
め
る
役
割
を
演
ず
る
も
.の
で
あ
る
0

こ
の
法
令
は
、
そ
の
施
行
令
第
一
條
に
よ
り

• 

.

:

■

•

.

■

- 

•

.

へ 

.

.

.

.

.
 

.

,
.
.
.
.
.
.
. 

•

-

.

.

.

.

.
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T:.V

生
產
制
眼
又
は
操
業
短
縮
に
關
す
る
協
定
：'
:ゾ
^̂

.

T
.r

 

坐

產

分

野

に

關

す

：る
協
定

.

一'
.

:

■，
'-
.

こ

.'
■;
.
:
グ

缝 

：'.
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ノ
.:

〈
'
:
.
:
ド

 

'  

三
ニ
法
文
割
當
も
關
ず
石
協
定
ー
：
々

^

ね

::
:
:
'
:
“

ポ̂
^

へ」

四

：
，
藝

眞

糞

他

泰

に

影

■

■
す

べ

'

'

.

ぐ

' '
•

::

五
販
路
に
關
す
る
協
定 

•
'

〈

.

.

.
六
.
.
.
：膨
.曼
猶
貧
に
關
贫
2»
-
-傲
.^-
.
.
.
.
'

:'
:
:
.
.
.
'
. 

■■
'
.
.
>
.
?
-
;
-
: 

V
.
-
,
;
.
' 

-
V 

-
V
.

共

ま

^

に̂

關

す

る

«
定
：
.,'
;
ぺ
 

r

(

：.

「)

'
:.i
w
:..
T

..'
:
.
'
::
:ハ：

- 

, 
. 
y
.

を
屈
出
で
る
こ
と
•と
な
つ
て
ゐ
、
こ
■の
屆
出
に
ょ
つ
て
こ
れ
ら
の
協
定
は
法
的
强
制
カ
を
享
受
す
る
こ
と
忙
な
つ
て
、
こ
の
協
定
：に 

從
は
な
い
.業
諸
が
出
現
し
た
場
合
、——

即
ち
ヵ
ル
テ
ル
結
成
者
で
も
ナ
ゥ
ト
サ
ィ
ダ
！
■で
も_

，第
一
.孫
の
發
動
を
力
ル
テ
ル
結
成 

#
の
三
分
の
ニ
の
耍
求
ぁ
る
場
合
に
は
、
耍
求
し
得
る
こ
と
に
な
<>
て
1ゐ
る
の
.で
ぁ
る
か
ら
、
.力
ル」

ア
ル
は
法
.的
'に
强

化

せ

ら

れ

た

；と 

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
、
に
恐
慌
對
策
と
し
て
の
，ヵ
.ル
テ
ル
化
が
'
そ
办
法
的
根
據
を
持
つ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
ぁ
る
。
そ
し
て
、
銃 

制
緻
濟
へ
の
新
ら
し
い
道
を
拓
い
た
こ
と
は
、
.輸
出
組
合
法
.の
改
茁
に
ょ
つ
て
、H

業
組
合
法
が
出
現
し
た
以
上
の
意
義
を
有
す
る
。

4 

そ
れ
は
、
.：わ
が

經

濟

界

の

：殆

ん

.ど
す
ベ
て
の
重
要
產
業
を
そ
の
.中
に
包
含
し
て
ゐ
る
か
ら
で
ぁ
る
。

三

■■
:

.

箧
^ :

^

載
統
狐
法
が
成
萆
し̂

昭_

六.

苹
'
ば
、.

室

顏

洲

歡

爾

が

靈
1.
!

た

年

セ

ぁ

岑
^

經
濟
的
坐
命
線
に
對
ず
..る
蔣
介
石
=
張
學
良
政
權
の
中
華
民
族
主
義
的
棑
擊
恥
策
に
對
す
る
反
擊
ヤ
お
る
o
.わ
が

®

は

、

1

^

0
 

•

へ
' 

職
爭
ぜ
紘
制
經
濟
政
策 

/
•
.
. 
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I

晶
翦
濟
政
策 

,
s 

a
.
2

0

)

，

影
響
を
受
け
て
.、
.非
常
灰
經
濟
的
困
難
に
’遭
遇
し
つ
X
,あ
る
と
き
、
.わ
が
最
大
の
權
益
.地
域
に
お
け
る
支
那
1

Q
不
法
な
攻
擊
は
、
わ

れ
を
立
た
し
め
た
も
の
’で
あ
る
0
,そ
の
不
當
な
る
行
動
を
反
擊
し
> 
わ
が
：»1
1
.當
な
る
權
益
を
擁
護
す
る
.こ
と
は
、
當
然
の
芷
義
を
主
張

す
る
こ
と
で
あ
る
と
同
時
.に

.わ
が
經
濟
的
權
益
を
も
主
張
す
名
結
艰
と
な
る
。
H
露
戰
^
十
^
の
人
血
に
ょ
つ
て
獲
得
し
得
た
唯
一

の
權
益
地
域
で
t

、
國
防
の
•第

一.

線
で
あ
.る
領
域
の
擁
議
持
は
、
わ
が
朝
雰
霞
的
支
持
の
下
に
行
は
れ
た
。
而
し

て

、

事
變

の

戰

韵

は

，
全
^
汛
と
齋
汗
省
.と
に
置
5
:
\
、
.日
露
戰
^
ょ
り
も
、
廣
大
な
戰
線
を
持
つ
も
の
で
あ
つ
た0 

.

滿
汛
寒
變
は
，.本
格
的
)1

&

と
い
ふ
に
は
、
そ.

の
相
手
た
る
張
學
良
政
權
の
軍
隊

‘

が
、
あ
ま
り
にも
脆
弱
で
あ
つ
た
が
、
そ
の̂
交 

:(

：1

:|
«

に.

炎
：い
贫0 :

:

::.

'

#

|

間
題
を
持
つ：*

;
%澈
遞
的
谶
谈
を
_
つ
：て
:&
た
が

;;
:
:
'その
_

,
次
；泰

睹

聖

'

,
事
取
業
的
意
^

攻
• #
的
#
勢
を
採
り
來
つ
た
。
.國
際
聯
盟
で
は
、
ィ
ギ
リ
ス
•
フ
ラ
ジ
ス
の
支
配
下
に
あ
つ
て
、群
小
諸
S

反

日

決

,

、
理

事

會

に

お 

い
て
も
總
會
に
お
.い
て
も
繰
^
;返
.：さ
れ
、
わ
が
國
は
孤
立
化
す
る
の
止
む
な
き
に
至
り
、
同
問
題
の
調
嵛
の
た
め
に
、
リ
ッ
ト
ン
調
森 

II
が
派
遺
さ
れ
"
わ
が
國
に
不
利
な
報
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
o
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
は
、
九
國
條
約
そ
の
他
■を 

植
と
し
て
ス
チ
ム

ソ
ン
.
.國
務
長
官
に
ょ
る
杭
pi
を

繰

り

返

し

..た
o
_ 

^
<
.

0
^̂

0
.

m

*̂

»
わ

が

恐荒
の
進

！

r

は
、 

遂
.に
眧
和
六
#
宋
.に
お
^
て
<

€
輸
出
洱
麥
也
^:
-
斷
«'
1-
る
：ま

達
:

.國

.内
に
お
け
を
問
題
？
辣

m
農
村
の
破
！！̂

狀
態
や
政
黨
政
治
家
の
國
際
問
題
に
對
す
る
無
關
心
に
對
す
る
憤
懣
を
徹
底
的
に
啷
俏 

す.

べ
し
と
：ぃ
ふ
急
議
議
論
が
發
坐
し
た

0

思
想
間
題
と
：セ

：の
共
產
運
動
は
地
下
運

_

で
ぁ
っ
た
が
、
こ
の
國
家
萬̂
の
時
代
に
な

:ほ
.そ
の
餘
勢
;.
5
:保
飞
''
靑
；年

曆

を

毒'し
：っ.、
.あ
っ

た

。
，
か

く

の

如

：き

政

：治
；

©.
經

濟

的
.
^

.

.

.

.

.

.

ょ
る
改
革
を
實
行€
ん
と
す
.る
：要
望.が
高
泰
り
來
令
た
の
セ
'あ
る
0

そ
し
て
、こ
の
こ
と
a-
'
;'
國
際
的
滅
立
狀
態'に
'對

す

る

實

カ

的

，砰
 

.
決
策
七
.し
：て
の
葷
備
擴
大0
要

汆

：
が

、
：
そ

の

：
先

頭

：
に

谭

か

：
れ

：
た

。
'
五

エ

あ
っ
^o 

:昭

和

六

年

以

替

わ

，が

政

治

的

»
求
の
，最4
大

散
:^
も

'0
は
、
，
軍

備

擴

障
$ 

iれ
で
あ
り
、
戰
爭
準
備
の
奈

0
國
家
體
制

'の
一
 

_
:
:
で
あ
本
:'
0

.

.

.

.

.

.'
:

. 
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' 
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ノ
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-
,
'
:
:
:
:
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-
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... 

.
•
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」

.

.

.

.
*
■:
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r
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.

.
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.
.
.

- 

...: 

• 

• 

. 
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• 

.. 

. 

.

.

.

.

.

.

_
.當
時
か
ち
他
界
に
^
い
；
て
：も

、

わ

が

國
*に
.お
^
:て
.も
、
：戰
部
へ
の
：行
進
社
顯
著
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、「

將
來
の
國
際
的
抗
離. 

は
ー
智
能
^
激
能
^
の
：：競

爭

で
^
:り
-;
'
>
:
組

織

，と

鉗

織
<?
:
:の
傘
_
で
^

從
つ
て
勝
利
の
榮
冠
は
對
手
方
^
優
る
創
意
と 

s

s

.̂1
:
有

す

る

：者

：に
興

み
s
tt
.:^
^
も
；言
^
得

：る

で

あ

ら

：
:^」c

國

防

；の
本.義
其

强

^

.

.

.

.

. 

•

•

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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•
.
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入
.
. 

.

.

.
一
.

.

.

.

へ.
-
-
'
-

何

で
^
名
か
。
こ

の

こ

音

、
.思
想
.
•經
濟
•政
治
.
&備
の
上
の
；い
づ
れ
に
お
い
.て
.も
：、
要
求
せ
ら
る
人
の
で
あ
る
が
、
こ
、
で
は
政
台
.

•
 

.....

M

s
it
i
:の
：
間

題

に

つ

，
い

；
エ
の
：
み

言

及

し

ょ

.乃
。
降
軍
潜
の
小
.册
淨「

近
狀
亂
妨
や
本
質
^
經
^

略̂
し
に
^
い
次
：0
や
ぅ
^
'記
：さ
れ
て
^

' 

る

。
 

'

「

^

^

第
^

汽

^
時

-^
璧

祀

炎

け̂
藝

經

濟

め

必

要

が

囊

^
で

あ

各̂

:

鹿
業
は
.、
.何
れ
も
國
防
戰
爭
の
基
礎
た
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
こ
れ
ら
全
，部
.

Q

產
業
及
び
金
融
等
は
戰
時
と
な
.れ
.ば
、，
急
速
な
. 

.
:
:
.
る
國
家
繳
動
貞
の
實
施
に
依
っ
て
フ
統
淛
運
營
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
.ち
な
.い
0

,故
忙
國
家
は
平
時
か
，ら
.ー
辟
國
民
の
經
濟
生
活
の
向
上
を
目
標
と
す
^-
と
共
に
、
.國
防
ひ
要
來
4
!も
蓝
礎
と
し
て
、
經
濟
運
營
.

の
：：： 

檝
爭
e
箱
•制
純
摘
政
饿
.

,

. 

,
{ 

.
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戰
爭
.

W.

統

制

經

濟

政

锻

, 

■ 

六
一一

.
C
I
O

七
；ニ) 

全
.般
に
苴
つ
て
必
要
孜
る
銃
制
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
愈
ぃ
0
從
つ
て
現
下
侧
民
經
濟
の
行
詰
り
を
打
^
す

る

と

共

に

，、

近

代

國

防 

•

の
要
求
を
充
足
す
る
た

め

、

經
濟
の
國
家
統
僩
を
實
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
は
、
.自
明
の
理
.'で
は
あ
る
が
、
：然
し
獨
占
的
支 

:配
的
立
»
忙

资

芯

產

業

：經

營

者

变

仗

金

融

業

奢

等

泠

象

利

の

實

飾

0
み
0
た

：め
：
に
：
、
«
民

全

雜

の

：經

濟

生

活

の

向

上

欠

：

國

防

上

の

，
 

要
求
を
度
外
視
し
て
、
.躺
制
を
進
め
る
こ
ふ
は
、
斷
乎
と
し
て
排
寒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O
J

こ
の
一

節

0
.主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
銃
制
經
濟
.に
i
る
國
防
の
充
實
と
國
：民
生
瑕
の
：向
上
で
.
.あ
る
。
而
し
て「

現
.下
，
の
：
國

民

經

濟

の 

行

詰

を

打

：開
.

i:

ぜ
ん
と
す
右
:̂
の
，
で

扳

る

ッ

從
^
て
’
國
^

打
開
、
國
屄
生
泝
の
向
上
を
要
求
す
る
も
の
セ.あ
つ
て
、
か
く
の
如
き
は*
組
織
全
體
の
：修
汜
で
は
な.い
忆
し
て
：も
、.'
:そ
：の'.基^

，
神

の

更

新

で
.
’あ
ら
ぅ
。
國
防
と
國
民
生
活
組
織
の
ィ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
、
陸
軍
當
局
：の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
次
の
.：如
く

で

：あ

石

。 

-:「

以

土
«>
綜

合

瞅

國-
^
0
:
勝

者

靈

：ル

が

爲
^
に

は

、
；
國

家

：

§
圣
^

.に
は
、
芊
時
ょ
り
國
防
體
系
が
兜
成
1
て

ゐ

な

け

れ

ば

到

庭

其

の

機

能

を

發

瑯

す

る

，
こ
と
，
は

出

來

#
い

。

今

日

庶

政

一

新

の

，̂

調

せ 

.ら
れ
つ
'\
あ
る
の
は
、
.1

般
政
洽
的
見
地
に
於
て
.從
來

の

利

己

的

個

人

主

義

的

施

設

、

自

由

：生

.義
的
政
治
行
政
が
行
詰
り
を
來
し
、

,
更
，始
ー
.
.新
す
る
.に
あ
ら
ざ
れ
.ぱ
、.
.
.
國
家
の
蹓
進
繁
榮
並
に
國
民
金
體
の
幸
福
を
庶
幾
し
得
な
い
愦
勢
と
な
り
つ
、
あ
る
に
；因
る
50
.で 

あ
る
が
，
：佌
方
國
防
的
見
地
ょ
り
見
れ
ば
、
虎
政
一
新
は
扫
本
精
神
を
迤
調
.
し̂
、
近
代
國
防
の：

栗
飾
に
合
致
せ
る
全
體
虫.

義
的
國

家
の
體
制
を
盤
備
し
、
國
ヵ
の
合
理
的
遝
營
發
揚
を
庶
幾
せ
ん
と
す
る
に
#
す
る
。
從
つ
て
、
國
防
0
見
地
ょ
り
し
て
、
年
時
忙
於

•
•
• 

' 

* 

.

.

一.
.
.

.'
て
は
姨
發
動
せ
.ざ
：.る
对
で
あ
り
、
有
蔡
の
日
.武
力
戰
c>
手
段
た
る
帘
備
の
充
實
と
*
廣
義
國
防
の
板
戡
た
る
庶
政 
一
rr
:i
は

.、

.ホ

可

'■
'■ベ
分
-
體
關
係
に
在
る
ぶ
の
で
#

つ
^
、
，今
间
の
_
備

賽̂
佛
行
$
^

ゾ
：. .

べ

ぎ

で

糸

る;-
°
.雨
者

の

爲

め

必

奥

ど

ず

：る

經

费

は

：

 

之

.

.

.

. 

一.
.
：
.
.
.
-
.
-
.
.

••
'

.無
く

し

て

我.國
.の
、國

防

全

：き

を

得

ず

、
：國

家

の

M

進
亦
期
す
る
を
得
な
■い
の
で
-あ
.る
。」(

_
軍
眾
備
の
充
實
^
其
の
精
神)

:'-
'
:
:
;
.

ン
國
防
流
實
の
問
題
を
中
心
と
し
て
の
：政
治

*

經
濟
：上
の
觅
新
を
主
張
す
る
と

.

こ
ろ
に
、
廣
義
國
防
論
の
基
礎
が
；あ
：る
タ
わ

：
が
國
に
お 

:

げ

；る

廣

義

國

防

論

の

：慕

ば

»

洲

«

變
以
後
、
、

_

殊
に
；

：一
五
事
件
を
契
機^

す
'

る
..の

で

あ

石

が

、
，
；
そ
；
の

動

因

は

、

.%

れ
以
前
に
存
す

る
0
.
.
:
そ
れ
は
_
;
|へ：に
：、
^
代

：の

龢

.■ 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

內

不

安

の

觉

服

め
.手

段

と

じ

：
て
，
で
：
あ

'名
0
:
が̂

箪

部

：に#
け
る
_

ノ
で
あ
：る
：が

、

V

—*
»
'大
戰
後
^
お
け
名
平
和
思
想
^
順
應
ん
た
軍
縮
^
對

ず

名

：不

滿

：及

び

技

動

、
：

.与
1フ
積

槌

的

大

陸

政

策

遂

，行

め

.要
望

、
， 

.

」

r
lr:
-
'
;
そ
：の
7%
め
0
兵

カ

及

び.軍
事

需

：要

增

加

：の
：必

要

、
^
^
^̂
^

:

級
出
身
に
ょ
る
I

生
.

I
度
、
：
：
#

し

：て
、
廣

義

國

防

の

第

.
1
:
.
_

辟

國

防

め.充
實

で

あ'

:そ
の
^
め
：に
政 

'に
お

；い
：
て.:
'「

國

防

の

：本

義

と

羰

强

化

：の

椹

唱

0'
虫

張

す

る

占

.活「

の

安

全3
農

山

：漁

村

の|5
生

じ

創

意

發

明

、
の

組

雜

の

.產
項

目

が

要

求

さ

れ

て

ゐ

る

。

か

、

る

問

題

が

內

閣

：の
：政

»

0
上
：に
採
用
せ
ら 

:

れ
た
.<D
は
、：
：1
:
'
7*
.
1
1六
事

；仲

直

後

ぬ

成

贫

し

だ

贤

田

內

閣

办

：政

綱

电

 ̂

. 

.

.四
，

.

，
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.

.

.
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六

四

c 
一
 

o七•

四〕

.

.一
麻
田
内
閣
以
前

允
：#

妒
H
u
;
:
:
國
防
の
問
題
は
*

^
上
:^
ち

れ

ぶ

ゐ

：名;:
0

:滿
洲
事
變
以
笼
11

滿
洲
事
變
費
及
び
軍
備
め
.應
急
施
設
費
，
 

と
し
て
、
國
防
費
は
急
激
に
嵴
加
し
た
の
で
あ
，.

る
が
、
庶
政
：1

新
の
意
味
に
お
：

S

て
、
、
國

防

中

心

の

財

政

及

び

經

濟

政

策

が

採

用

さ

れ

：
 

た
の
は
、
廣
田
内
閣
に
お
け
る
馬
場
財
政
に
，̂
い
，て

ぐ

あ

る

。
.
そ
れ
に
續
'く
結
城
財
政
は
、、
そ
.の
多
少
の
.變
改
に
ょ
る
繼
續
で
あ
.
.る
。
. 

し
^;
し
：
、
.
.
廣

義

國

防
的

意
_
輿

著

る

庶

政_
新

は

、
先

づ

政

散

的

方

面

：に

枭

§
て
：主

購

の
射
殺
は
、
政
黨
政
治
に
對
す
名
變
換
の
要
汆
で
あ
り
、
血
盟
國
の
行
動
は
財
闕
と
政
治
の
關
係
に
對
す
る

.
1.

の
抗
議
で
あ.

.

つ
た
。
相. 

.

澤
中
侮
事
件0.

如
含
'%

、
：：
同

汜

意

味

を

持

^
.

:

ー
.

：
ー:^
ー

六

事

件

も

态

內

閣
.の
'組
.閣

；に

際

し̂:
难
、
:.
-
:寺
：內
大
將
^̂
 ̂

オ
ロ

ギ
ー
.と
し
て
.の
.自
由
主
義
0
排
擊
が
あ
り
、
：.馬
場

財

政

：に

對

す

る

政

黧

側 

o
反

對

氣

勢

は

、

こ

(

れH

對

す

：る
彈
雄
の
»

_
を

强

化

：し
、
：

.；
林
^
閣

CD
組
閣
に
.對
し
て
は
"
.政
黨
員
.に
し
.
€-;
'
閣
僚
た
ち
ル
石
す
る
;% 

<0
.に
;>
:
:黨
籍

離

退

：ぬ

要

求

が

あ

り

、
：
：事

實

上

、

&
黨
茫
閣
外
.に
シ
.ャ
ト
ア
ゥ
ト
も
て
し
ま
.つ
た
。
而
し
て
、
：
議
會
最
終
印
の
：解
散
の
如
.
 

き

が

強

：行

せ

ら

办

た

し

、

^

_
廳
設
置
問
題
0
.如
普

政

治

：の..
'
;
1
:
元

的

：强

化

：
の
_

軟
一
新
の
要
求
は
、
龙
づ
政
治
的
へ
で
あ
ち>

0
許
容
さ
れ
る
範
圍
も
先
づ
政
治
的
方
面
で
あ
る
。

.•:

.
,

へ 

林

內

閣

に

お

：け

る

結

城

藏

相

：の
：地

：位

は

、
軍

蟹

臣

忙

次

.い
セ
重
寒
で
あ
る
が
、
そ
の
：
0
か
冬
斯
以
は
.、：

彼
が
馬
場
財
政Q

'#
少
の
修 

疋

者

と

し

て

、
；
い

ふ

と

，
こ

.ろ
_の
抱
合
財
政
、.ま
た
は
抱
合
ひ
瓞
策
の.主
張
者
で
.あ
，る
か

狹
獨
義
に
お
け
る
國
防
論
の
：̂

姻̂
見
雄
に
立
:0
'%

の
で

あ

、
る
'0

;
_灼
及
び
國
1

勢
上

*

-1
1

の
充
寘
の
^
可
缺

'

な
こ
ふ
は
、t e

狹
M 

.論

者

.の

均

し

べ

認

め

た

と
こ
ろ
で
、あ
る

。
こ
<0
點
に
っ
：
.ぃ
て
は
、
、
何

等

の

舆

論

の

.な
へ
ぃ
と
&

ろ

だ
;0

た
^

|

*

1防
論
者
は
、
：戰
爭
の
.

:
:意
義
を
苹
時
に
ネ
擴
大
し
て
、
本
時
戰
時
を
通
じ
セ
：の
涵
合
例
組
織
に
沈
^
て
ノ
こ
れ
に
應
ず
る
た
め
に
、
1
の
戰
爭
社
會
體
系
、
國
防 

.

«
家
金
主
張
.す
る

：の
，で
：あ
：る

が

狭

義

國

防

論

，者

は

、
：，
か

く

の

如

き

踪

合

的

組

織

ぬ

重

要

性

を

認

識

す

る

も

の

で

あ

.，る
が

、'軍

^

と

し 

て
'め
^
耍
目
的
ば
、
'
.武
カ
的
軍
備
^
充
實
す
^:
.こ
.と
：に
#
念
レ
て
、
戰.^.Q.

必
.要
に
*
ぜ
ん
と
す
る
.も
の

.で

ある
。
從
■つ
■て
、
'前
者
は 

:全
面
的
銃
制
爰
主
漲
す
：る
に
.對
1>
、
«
者

は

軍

需

關

係

：の

銃

制

忙

'0
為

カ

點

免©-
'
;<
:

#で
あ
：名 

.

求
は
い

^

體
主
義
國
家
體
系
に
あ
る
が
、
と
れ
は
社
會
主
義
的
組
織
を
意
味
.す
る
の

で

は

な

：
い

;*
0

そ
れ
は
寧
ろ
社

#

主
義

I

國

家
社

.
 

翁

主

：義

着

含

め

て

の

_

丨
に
反
對
す
る
。
そ
れ
は
、，
個
人
主
義

•
 
_

F-
h

主
義
に
反
對
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
ほ「

國
家
0
,要

求

に

反

せ

,
ざ
る
.限
り
-:
'
個
人
の
創
意
と
企
業
_
洛
：を
滿
«
せ
1>
め
益
涔
龊
勞
心
を
振
興
せ
し
む
る
こ
と」

を「

現

經

濟

鐵

«>
變

.

.

.

'•
■
•
.
. 

. 

'
 

-
 

i
. 

:  
•
 

.
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••
 

:
.

+

•
.
.

*
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.

.

一....

.案
ぞ
4
て
：ゐ
石
こ
’と
に

ょ

つ

.て

も

明

か

で

あ

ら

负

:;
0

(

國
防
0
本
義
と
其
强
化
の
提
唱)

而
.1
.

て
、

ド

イ

ツ

丨

イ

タ

づ
の
例
に
見
て
も
'

.

か
.
\る
見

方

：が

ち

す

办

ば

、
へ
結
城
藏
相
の
：抱

#
合
び
政
策
な
る
.も
の

は

、
，
囊

雨

國

防

論

と

經

濟

わ

宴

求

:<
?
:

0
:融
合
で
あ
：ま

こ
と
は
、
總
選
擧
中
に
發
»
さ
れ
衣
林
^
^-
0
八
_

綱(

昭

和
1 !
:

_

^.
.ガ
屮

日

レ

に

ょ

つ
て
明

か

で
あ
る
。
ま

た

結

械

藏

相

：の

手

形

-

.
■■
 

,
v 
: 

.

■
.

 

.  

...

■■
■
 

;  
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、-
■■ 
.. 

■  
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:

交
換
所
聯
合
會
の
席
上
に•お
け
.名
.：演

說

に

ょ

つ

て̂

、
て
れ
を
知
るる
と
が
出
來
る

.0(

四
月1

一
十2
0林
旳
閣
の
紐
閣
の
：當
時
：に
お
：'い 

:
-€
、'
:結
械
藏
相
：は
？
馬
場

».
政
の
修
疋
を
.主
張
し
ぞ
、_
防
充
»:
^
國
民̂ 

の
ス
口
ー

.

ガ
ン
を
擧
げ
た
。
こ
の
こ

.

と
は
、
馬
場
財
政
に
ょ
る
軍
祺
費
の
尨
大
化2
そ
の
消
化
カ
が
問
題-<

?
:

さ
れ
た
の
で
，
消
化
力
の 

咐
大
は

、
生
產
力
の
擴
充
に
あ
り
と
す
る
见
地
に
立
つ̂
同
時
に
、
豫
算
の
龙
大
化
を
多
少
帝
制
する、意
味
に
お
い
て
、
軍̂
費
以
外 

職̂

ミ
統
制
鸫
濟
政
笟
 

C

 

六
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六
六
,-(

ー
0
七
六)

の
豫
算
殊
に
地
方
交
附
金
に
削
減
を
加
へ
た
。
こ
れ
は
、

一
般
の
政
费
を
節
約
し
て
、
軍
事
費(

實

行

見

合

せ

額

四

千

六

百

萬

圓

.は

斧
 

る
V
を
そ
の
.ま〜

に
す
名
軍
事
豫
箅
中
心
主
義
で
あ
る
。
.
こ
の
點
に
お
い
て
、
結
域
財
政
の
.狹
_
國

防

的

本

質

を

：現

は

し

た

^
の
：
と
さ 

れ
た
の
で
あ
つ
た
。• 

■

, 

:

こ
の
結
域
財
政
の
本
質
は
、
今
後

>'と
も
に
、
极
本
的
變
化
の
な
い
も
の
と
劳
へ
ら
れ
る
が
、
林
內
間
の

八
大
政
綱
中
に
お
け
石
廣 

_
國
防
：が
要
求
を
ど
の
程
度
に
ま
で
實
現
ず
る
か
に
、
そ
の
變
化
の
程
度
が
懸
つ
.て
ゐ
.る
。■

し

か

レ

'

四

月

一

一
十
日
の
結
城
藏
相
の
演

.. 

.

-

.

.

.

.

.

ぃ
-:.：

說

は

、

：；

中

小

商

エ

業*農
山

漁

村

の

：更

座

.の

如

含

題

目

に

關

說

し

て

ゐ

る
が
、
そ

の
大
本
は
逢
產
カ
擴
充
が
依
然
と
し
て
、
中
心
問
題
を

_
 

形
成
し
、
：經
，濟

に
對
し
て
急
激
な
變
化
を
加
ふ
べ
.か
ら
ず
と
い
；

4

わ
が
歷
代
の
藏
相
の
ィ
デ
ォ
口
ギ
ー
を
繰
返
し
、
公
債
消
化
の
：問
題 

に
對
し
て
も
、
强
制
手
段
を
採
ら
ず
'、
金
融
の
如
き
も
、
銃
制
手
段
に
訴
へ
る
こ
と
を
否
定
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
物
價Q.

如
き
に
對
し 

て
：も

、
：：
生

產

カ

擴

充

：

'に
ょ
.る
物
資
猶
給
0
增
加
と
い
ふ
自
然
的
效
果
を
期
し
.て
ゐ
る
と
.こ
：ろ

か

ら

見

て

も

：、
，
物

價

對

策

委

-'
1
會
の
組
織 

凝
振
れ
に
つ
い
亡
見
て
も
、

一
般
物
憤
の
低
廉
を
馓
ら
す
と
は
骋
へ
ら
れ
な
い
し
、

•一
 

般
物
價
の
®
廉
化
は
"「

大
衆
に
^
つ
：
て

歡

迎

す

,

■

.

.

.

■
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L
 
' 

ニ..
' 

'
 
■
 

.
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.

.

.

.

.

.
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.

べ
き
：：'面
が

あ

务

と

同

時

に

、
生

產

カ

擴

充

を

期

す

る

企

業

の

：新

設

堦

太

：に

姓

障

害

策

0
如
.き
も
の
ぼ
落
ち
付
ぐ
も
の
ど
見
.て
沭
い
C
觅
ら
に
結
城
藏
相
は
そ
の
演
說
の
結
論
に
、
個
人
の
旺
據
な
る
創
意
.

Q

活

動

を

.主

張

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

し
、
そ
れ
.に
ょ
つ
て
國
家
の
目
的
に
奉
仕
せ
ん
こ
と
を
要
求
し
て
ゐ
る
。
結

'^
蔵
相
の
主
張
は
、「

大
乘
的
な
自
曲
と
統
制」

で
あ
り
、 

小
乘
的
嘉
的
統
制
を
斥
げ
で
、ゐ
る
：の
で
あ
右
デ
こ
0
國
家
の
犬
乘
親
制
か
^:
も
の
^
'>
廣

義

國

防

論

の

，主 

|«
章
の
活
動
：を
主
張
す
る
點
に
狹
義
國
防
の
實
際
的
要
#.
を
滿
足
'せ

し

犹

る

折

衷

的

立

場

：が

あ

る

：。
'

'.
'
八

.

..
 

.

.

. 

'

.̂
城
財
政
は
、.林
內
閣
の
崩
壌
に
ょ
つ
て
、
爸
の
拖
合
政
策
を
充
分
に
實
現
‘す
る
こ
と
な
く
し
て
秦
つ
た
？
し
か
し
*
近
衞
闪
閣
の

I

I

I

、
I

f
 

I

政
政
策
I

I
れ
f

の
^

で
あ
り
、
軍
事
財
政
で
あ.つ
た
。
賀
屋
氏
ゆ
、
；そ

0
就
任
と
同
時
：に
、
：
生
產
カ
办

.擴
充
；
物
資
需
供
の
適
合_
_際
收
支
：の
均.衡
：の
い
は 

ゆ
る
財
政
經
濟
の'三
原
則
を
發
表
し
た
の
で
あ0
た
0
2:
:

§
 ̂

線
に
置
い 

.た
と
同
じ
意
味
に
お
：い
、て
、

.軍
事
需
要
充
足
第
：'1主
義
で..ある
0
:
:
へ
じ
か
る
に
ク
近
衞
內
閣
»
織

支
那
事
變
；へ
の
全
面
的
戰
举
の

：

發
展
.が
あ
り
X
い
ま
だ
準
戰
時
經
濟
體
制«/

>

完
成
を
兇
な.

い
內
片
、.

戰
時

0

必
要
を
充
足
す
べ
き
段
階 

に
突
人
し
た0

ゼ
あ.

る
？.

從
つ

-1
:

>

統
制
は
- -.

段
と
强
化
せ̂

れ
ざ.

る
を
得
な
い0.

.

賀
屋
氏
；は
い
ふ。

.

.
「

消
防
に
^:
て
ゆ
く
か
ら
に
は
、：

(

ゾ
_ロ
9:
と
し
た
着
物
の
條
で
は
役
に
立
た
ぬ
.
o
,然
る
べ
き
火
藜
裝
束
を
つ
け
、
各
.々
部
署
を
分
ち
、 

盤
然
た
る
統
制
の
卞
に
作
業
を
や
^
ね
.ば
消
防
0
1
1
2
的
を
.達
し
な
：ぃ
0
戰
費
を
賄
つ
：て
.ゆ
ぐ
の
.も
こ

れ

ど

同

様

で

、
；
平

時

.と
同
様
の 

經

濟

政

锻

で

現

下
0
時

局

に
:|
そ

の

儘

對

處

し

て
.ゆ
く

こ.と
は

、
，
丁

度

火

事

場

へ

，ゾ
口
：
リ

と

し

た

恰

好

で

懷

手

で

乘

人

〖

む

の

と

^

て 

ゐ
：̂

私
が
前
に
非
常
時
に
比
>
:非
常
の
陣
立
ど
緊
張
し
た
心
構
ぇ
を
必
要
と
す
る
と
«
べ
た
所
以
で
あ
^
0
'

」(

銳
後
か
.財
政
經
濟) 

•
.と
の
銃
^
0:
た
咚
に
最
も
必
©
な

政

策

と

；以
て
考
へ
-乾
て

ゐ

る

0
が
、
^

T)

貿
易
の
調
聲
で
あ
る
o
. 

，
前

者

の

だ

め

)

に
ほ
、

臨

勝

资

銮

調

擊

法

が

^

S
、

後
者
の
；た

；

9:

に
：は

、'輸
出
入
.品
等
に
關
ず
る
臨
時
措
置
に
關
す
る
法
律
が
あ
る
0「

こ 

:の
_
者
«
.要
す
る
に
、
.物
資
需
給
^
適
合
調
.整
^

、
'
:'
:

:

戰
f
統
制
經
濟
政
：策
.
'
.
:\

:

,

、

..
ぐ)

.. 

：K

七」

.,

.
:
0
|
0
七
七
>

.
 

.

.

.

.

.
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.

.

.

.

.

.

.

.
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戰
爭 

統
制
經
濟
政
笟 

六

八

c
l
o-t
r
A
v 

な
關
聯
I

っ
て
ゐ
る
。
I

は
相
倚
り
、
相
俟
っ
て
、
物

雪

び

I

l

f
的
の
た
め
に
I

し
、
集
中
せ
し
む
f

共

^
 

不
要
•不
急
の
方
面
に
物
資
及
び
資
金
が
消
費
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
の
が
、
そ
の
根
本
で
、
こ
の
點
は
時
局
に
處
.す
る
政
府
の
經
濟
政
策
の 

根
幹
で
あ
る
。」

(

敍
後
€)
.脉
政
經
濟)

こ
の
政
府
の
經
濟
政
策
は
服
前
の
戰
時
需
要
に
對
し
て
、
應
急
的
施
設
を
實
行
す
.る
意
圖
に
出
. 

た
も
の
で
.あ
つ
て
、
從
來
廣g

國
防
の
名
の
下
に
要
求
せ
ら
れ
て
ゐ
る
諸
改
革
は
、
こ
の
際
に
お
い
て
、
實
行
す
べ
き
で
.な
い
と
い
ふ 

ノ
の
が
勢
！̂
氏
の
意
嚴
ザ
あ
る
。
、

';
:
. 

.

.

1今
後
と
配
だ
戰
局
办
進
展
に
伴
ひ
、
.財
政
經
濟
の
上
に
お
い
て
施
設
、
.：改
革
す
べ
き
む
の
.あ
る
は
免
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、 

私

と

し

て

比

飽

迄

國

民

謂

君

の

協

力

を

得

て

、

必

耍

故

る

方

面

に

處

す

る

施

設

;:
'
!
改

革

は

之

を

勇

敢

に

斷

行

す

る

と

同

時

に

ゝ

ハ

所

謂 

:.
'
:

「

改
革
の
た
め
.の
：改
家」

や
、：
時
局
に
藉
口
し
て
ド
サ
ク
サ
紛
れ
.に

,>
不

要

权

變

革

女

行

ふ

や

ぅ

な

こ

と

を

斷

じ

て

避

け

た

い

と

考

へ 

、て
ゐ
る

.:
0
財
界
：
 
一-.
'
:般
r
對
し
て
も
、
時
局
に
必
要
な
調
盤
.は
こ
れ
を
行
ふ
げ
れ
ど
も
、徙
^
に
氣
激
な
る
變
革
を
斷
^
:す
る
こ
と
は
、
 

.

.却
々
て
：產
業
0
迤
礎
を
破
壞
^
て
、
：好
界

&
混
_
に
_
皂
、
齡
局
ー
に
#:
い
^

ソ
る
と
と
被
で(

き
な
い
と
信
ず
る
？
要
ず
る
：に
私
呔
正
を
履
み

:'
':
'
>
:

中
を
執
つ
；て
：壯
が
る
於

^
時
局
の
：財

政

經

濟

の

圓

滑

な

る

運

行

'̂
計

.り
、.；.銃
後
«>
-守
»)
.
;
.
.
を
堅
く
し
：て
戰
等
の
成
果
を
收
め
た
い
所
存
で
あ
る
0し(

銃
後
0
耽
政
經
濟)

,:
'

-
• 

.

.

.

.

.

.

. 

-
.
.
.
-
' 

.

.

. 

- 
. 

- 

' 

. 

... 

- 

. .
 

.

.

.

.

.

.

_ 

-賀
屋
財
政
の
粮
本
觀
念
は

，

結
城
財
政
の
そ
れ
を
引
き
繼
ぐ
も
の
で
あ
り
、
財
界
に
對
す
る
急
激
な
變
動
を
避
け
る
と
い
ふ
點
に
お 

ぃ
.て
^

^
が
膝
代
の
.證

：の
ィ
#
ォ
ね
ギ
1
を

持

っ

も

の

：
で

ぁ

私

0'.
'敗

；に

亥

馨

變

勃

發

紙

に

ぉ

^
 

'こ
の 

事
變
の
運
行
を
經
濟
財
政
时
に
如
何
に
圓
溃
に
で
る
沢
ど
ぃ
ふ
點
に
集
中
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

:

.

レ
ま
支
那
報
變
の
戰
費
に
つ
い
て
兑
る
に

*

昭
和
十
！
一
年
七
月
七
日
に
® ;

溝
橋
事
件
が
勃
發
し
て
か
ら
、
七
月
ニ
十
三
日
か
ら
八
月 

'七
：！！

に

い

た

る

ま

で

特

別

響

と

し

5

第
七
十 

一_

會
が
召
集
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
先
づ
北
支
事
變

f

し
て

*

九
千
七I

圆 

ヵ
见
和
十
ニ
年
度
追
加
豫
箅
士
し
て
計
上
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、

の
離
別
議
會
中
襄
變
は
進
腿
を
見
た
た
め
、

f

に
四 

，
億

：

一

千

六

百

萬

圓

進

事

; «

が

重

：：可

欺

義

れ

た

0

兩

者

龍_

社
、■

.

に
も
及
ん.

で
戰
線
は̂

し
く
擴
大
し
て
、
最
初
の
帝
國
政
府
の
不
樊
方
針
は
、
支
那
側
の
攻
勢
の
た
め
に
こ
れ
皇
持
す
る 

こ
ど
が
出
求
、
全M

的
戰&

へ
と
進
股
し
た
。
こ
、
に
お
い
て
、
九
月
に
は
更
ら
に
臨
時

_

と
し
て
七
士
ー
馨
が
翼
せ
ら
れ
、

. ..

支
那
第
變
雙t

l

億.二： .

翁

：茛
萬_

;

が
、：產

‘

一
二
一
十
五
億
三
千
六
百
萬
圓
で
あ
る
。

-

十
二
年
度
通
常
豫
算
の
八
割
强
の
金
額
が
六
七
ヶ
月
の
事
變
費
と
し
て
使
用
せ
ら

'

る

\

の
で
あ 

る
。
更
ら
に
、
十
二
年
十
二
月
か
ら
十
三
年
三
月
ま
で
の
通
常
七
十
三
議
會
に
お
い
，て
は
、

一

ヶ
卬
の
事
變f

し
て
、
四
十
八
億
八：. 

千

六

有

萬

圓

の

爱

出

が

苛

決

：：サ

ち

れ

^

:

昨

年

康

分

と

合

^

す
^

^

き
ば
：、
#

十

四

壞

〈

&

續

期

闱

九

：
ヶ
續
へ
，；

.
_費「

德

苏

千

离

ガ

日

露

戰
#
ひ
«:
續

期

間
>年
^

贩

費(

臨

時

軍

事

費*各
省

臨

時«
件

費)

十

九
|1
-

-
 

......  

' ...

パ......

八
：千
六
百
萬
圓
に
比
す
れ
ば
、

.

非
常
な
茛
額
で
あ
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
：物
慣
の
騰

^
^

國

民

所

得

ガ

增

加

^
坐

產 

力
の
，
壻

大

な

•

ど
の
諸
闪
子
を
、
計
算
の
屮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
わ
が
生
，產
カ
も
國
民

'

所
辱
•
國
富
と

0-
'

比
較
に
お.

い
て.

は
、.

敢
，へ
て
非
常
な1!

:

額
と
は
い
ひ
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
,0

*
 

-
 
■
 

... 

■
 
- 

•: 

.. 

\ 

. 

. . 

■
 

•

:

.
'

た

老

^
軍

事

費

は:2
畜

她

諸

費

用

(

篇

族

齊

_

截

金

'

戰
^
>'>
銃
制
經
濟
政
策 

へ 

六

九

C

I

0

七
九>



戰
爭
さ
統
制
經
濟
政
策.

_

 

.

七o
 

C
I

O

八.0
4

c
m

眞

器

改

良

蓄

猶
0

め̂
0.
赛

金
0興

國
.外

か
^

0«1
資

纖
§
霞

乱

及
.び
軍
»'
^

内
め
靡
業
を
刺
戟
す
る
こ
と
は
、
當
然
で
，あ
る
。
取
需
品
工
業
の
振
興
は

•

い
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
と
同
時
に
、
外
國
か
ら
の
：買
ォ 

•^
>

激
增
す
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
種
々

.

な
點
に
お
い
て
、
國
內
へ
の'

影
響
を
持
つ.

の
で.

あ
る
。
物
資
の
不
足*

物
憤
の
騰
貴
，
彼 

，
的
景
氣
虼
本
る_

部
の«

景
每
き
嫌
わ—

況
ゼ
：あ
へ
る
。

(

ざ
淑
ら
( 0

諸
問

の
■

■ ^
•

國
際
收
茭
の
適
合
の
彐
原
則
を
强
化
し
ょ
ぅ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

 

.

パ 

v

 
.

支
那
事
變
衆
の
大
部
分
は
公
債

^

夯
つ
て
：支,

せ
：ら
れ
；る
タ
'增
稅^ :

^

で
あ̂

て
、^

そ
の
他
：は* .

ベ
；て.

軍
事
公
債
の
發
行
に
ょ
つ

.

て
、‘

支
辧
せ
ら
れ
る
。

.

通
常
豫
難
に
お
け
る
赤
字
公
債
は
ノ
な
，ぼ
十
億

|1
1

ほ 

ど
有
す
: ^

ヵ
ら；：

^

者
0

合
时
は

:5
:

十
六
癔
圓
に
舊
す
；る
。
ー

&

れ
が

*
:
1

、
«

度
^ ;

債
«

集
豫.

定
額
で
：
あ
：
る
が
、
：
公

債

百

億

©'
聲

に

財

政 

的
危
機
が
帅
ば.

れ
'

で
ゐ
た
數
年
前
：の
狀
態
に
比
す
れ
ば
、
.殆
ん
ど
隔
世
の
感
が

あ

る

P
.

こ.

れ
，だ
，け.

で
も
わ
：が
經
濟
苹
に
、
何
等
か
の
變 

.

革
的
變
：

^

興
へ
る
こ
と
は
豫
想
し
得
る

.

こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
賀
屋

.

氏
が
豫
想
し..

て.

^

る
以
：上

の

統

制

が

來

る

f r
Q

i

v »
. i
^
 

ば

な

ら

ぬ
.

の
：で

あ
名
。
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::

心
.：.：
へ:,
-
v

::
:

s

,■

 
‘

 

ゾ
.
：

'

 

■;
■•

軍

需

品•

殊
f c

:

兵
器
の
：供

給

に

は

、
多
大
の
：歳

月

を

必

要

と

す

る

ら

る

、4

ぬ
で
：は

な

い

？

ご
の

-

點

：に

關
1>

て
ノ
べ
ル
ず
ン(

景
氣
硏
究
所0 .

:

硏
究
：は
次.

§
:

や
5 :

'

^

報

告

し

，て
ゐ

.

る
0
,

:

,

.:
.
:
'

'

パf

- T

メ

- 9
.

カ

の

例

に
^

る

と

ノ

辑

需

品

：の
- ^

量

補

給

に

は
>

:

約

十

八
4

月

を

办

耍

と

し

た
?-

ー

實

際

普

通

の

機

械

ェ

場

が

互

大

な

跟

需
_

.

:エ
場
に
果
し
て
轉
換
：し
得
る
で
あ
.ら
ぅ
か
？
或
ひ
は
少
く
と
も
僅
か
ニ
三
台
或
ひ
は
ニ
1
1ー
週
間
の
間
ぬ
機
械
エ
場
が
軍
需
品
の
坐
產

.

.

.

. 

.
 

.

< 

. 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

も
遂
行
し
得
$

1

な
I

f

 

5
全
J

《

ら
^

^

と
で
あ
る
。
若
し
を
に
機
械
設
備
の
餘
力
が
多
分
に
存
し
た
の

.で
あ
れ
ば
格
別
で
お
る
が
、
：こ
の
様
な
生
產
の
'基
礎
が
用
意
，さ
：̂
纪
^
故

ら

ば(:
>
:
¥
需0'
-

生̂
產
が
軍
隊
0
高
度
な
必
要
に
遲
延
す 

■.
■

る
こ
と
比
ス
へ
不
可
避
的
故
と
と
ザ
あ
る
:0
:
'

.

-

''
,'ぐ

.
.
：

.勿
論
土
業
众
轉
換
期
間
が
ど
や
程
度
ヒ
繼
續
す
る
が
は
明
瞭
に
は
制
斷
し
な
い
テ
こ
办
點
^
つ
い
て
ァ
メ
ル
ヵ
の
軍
事
專
門
家
の 

.考
敦

に

本

る

と

、

「

そ
：の

期

隞

ボ

、
：
'般

的

昤

十-:
,
ヶ

月

及

至

兰

ベ
.濟
總

動

員

)

、
V 
ン
、■:
:
,
:
,■べ
'
ご
ン
-ン
^
 

, 

'

而

し

て

一'般
に
ー
，
國

に

お

け

る

生

'產
ヵ

の

發

展

：と

軍

需

供

#
の
關
係
に
つ
_
て
は
、「

經
濟
的
技
術
的
に
後
れ
て
ゐ
る
國
ほ
ど
、
動

.

.

.

. 

•
 

-
 

.
'
.
.
.
. 

•...

員
的
轉
換
.も
亦
遲
滯
を
示
し
セ
ム
る
？
重
エ
業
の
.發
展

が

食

：弱

で

、
ー
機
械
エ
業
が
不
振
で
：あ

0;
、
化
學
エ
業
も
未
發
達
に
：あ
る
國
ほ
ど
、 

尤
業
動
員
：に
お
け
_る
轉
撕
於
遲
滯
す
る
も
：の
ゼ
あ
る
。^.
戰

疆

と

經

濟

緻

動

員

)

從

：つ

七

、
：
軍

需

エ

業

は

常

熔 

成

さ

れ

：て'ゐ
な
ば
れ
ば
な
ら
於
い
0
で
权
る
;9
ゎ
が
齓
に
お
い
て
ば
、
そ
の
經
濟
街
沿
の
近
代
的
3

點̂
に
お
'い
て

、

當

時

の

國

際

情 

勢
上
の
^
要
か
ら
、
主
'<
»
:し
で
'策
事
1
4
:
業
：を
走
實
す
る
必
耍
が
あ
つ
た
。
こ
の
政
府
の
政
策
が
あ
つ
.た
れ
ば
こ
そ
、
日
淸
戰
爭
に
勝
利 

^
獲
得
尤
る
と
^
が

出

來

た

(

し
>
:
:
日

淸

戰«:
後

^:
:赵
い

セ

ば，
^
^
^

設

及

が

そ

：の

補

給
3:
;
業
充
實
の
政
策
は
常
に
眼
屮
に
镫
か
れ
て
ゐ
た
。

.1
:
1
'
德
戰
爭
に
お
い
；で
も
、
あ
る
程
度
の
外
！
^
兵
器
が
：用
ひ
ら

.. 

; 

. 

, 

.

.

ニ 

\ 

:

.;
■
.
.■
.
.
 

-

技
た
/

0

ど
は
、
.事
實
で
あ
る
。
‘そ
.れ
は
、
.
.戰
費
十
八
億
八
千
萬
圓
の
，內
、
九
禮
圆
、が
外
債
：に
尤
つ
て
'
支
辨
せ
_ら
れ
た
こ
と

に

ょ
つ
：て

■:
•••
 

-
 

'.

*

り..

-

.
:.

-

'
•
.
.
.
. 

.

.

.

. 

‘

 

-s
w

\
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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•

戰
f

統
制
I

政

策

V

ム 

' 

、

彳

_

も

知

る

V.

と.R

出
來
る
て
あ
ふ
ぅ
。
し
か
し
、
ゎ
が
國
の
讓
に
あ
？

は
、
.駕
事
_

^

國

齋
艺

っ

て

，
常
に
S
大
な
企
業
：
 

形
_

持

つ

て

ゐ

た

。

ョ

1
ロ 

”。ハ
太
戰
の
經
驗
杜
、
こ
の
必
要
を
痛
感
せ
し
ぎ
大
正
セ
年
に
は
、「

軍
需
エ
*:
動
員
法」

が
制
定
さ

義

機
_

七
し
て—

評
議_

設
® .

せ
ら
れ
たo

:

b

至
7
て
.、
资

驚

S

け
ら
れ
、，
西

年
に
は「

資
源
調
#
法」

が
制
定
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
基
K

商
工
猶
は「

ヱ
敬
調

i

則」

を
公

布

 

し
た
。
か
く
の
如
く
-
婉
粹
に
f

 

I

I
指
し
た
統
制
.法
の
、外

に

、

一
般
產
業
の
：統

制

は

、
：
經

濟

狀

態

：
の
惡

化

と

と

も

に

進
股

し

 

'

來
つ
：
た
のI

り
、
こ
の
統
制
の
進
展
は
、
I

ハ
S

囊
庫
業
統
制
法

.に
到
つ
て
‘
そS

大
本
が
規
定
さ
れ
た
と
：い
ふ
べ
き
で
あ 

ら
ぅ
。
I

後
に
お
い
て
も
、
恐
慌
對
策
と
し
て
、
ま
た
財
娘
的
ィ
ン
フ
レ
に
順
應
す
る
齧
工
業
の
統
制
に
お
け
I

家
權
力
は
徐 

に
確
立
せ
ら
4
つ
: -
1

-
つ̂
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そQ

重
な
る
も

Q

を
列
擧
す
れ
ば
次q

言

な

も

？

あ

る

。

工

業

組

合

法

改

 

層

和

鮮

)

，輸
出
观
合
#
改
正(

_

ハ：年)

.'
1

鐾

組

合

法(

明

和

六

歲 

：

(

眧
和
乜 

•

商
，

合
法(

昭
和
i

:

i
製
鐵
會
社
■

立
：■

八
，

_

統

_

昭
和
^

^

取
締
法(

昭
f

年
D

_

l

i
 

(

昭

ま

®

.興
中
公
司
.の
設
立 

'をf

過
し
た
8

_

雙

、
•
■

產

激

制

法(

改
：f

 

■
自
_

秤
^
^
^

.立
，金

磊

製

造

,

法
.燃

料

用

驚

混

用

法.製
鐵

事8

.
疆

國

_

•な
か

つ

た

。

 

' 

,

.

こ

れ

ら

は

、

ぃ

ろ

ル

ろ

の

法

案

に

っ

い

て

見

て

も

、

經

濟

に

對

す

：る

國

家

統

制

が

如

何

に

進

展

し

て

來

た

か

.晶

明

す

る

で

あ

ら

ぅ

し
、
そ
れ
が
ま
た
■

馨

緊

中

心

と

し

て

、
驚

し

來

っ

奢

と

4
明
瞭
で
あ
ら
ぅ
。

- 

一
.

七
,

 

:

-

ハ

.
：

^

|

_補
ま
龙
期
虜
邏
1?
:
;5
1
通
潘
^

べこ
み
m:
:

l

i

s

^
.M
:r」

；

段
と
進
展
せ
し
め
る
必
要
^
會
し
た
o:一
 
近
衞
內
閣
の
.第
一
：.次
大
藏
* 

^

^

1
興
氏
1

-:
|

: 0
'

ズ

逼

飯

に

記

ぶ

と

^
^

需
給
の
調
整•
生
產
力
.擴
充
•
國
際
收
支
の
適
合

—

に
對
應
し
て
、
事.霞

_

0.
敗
：敗
經
濟
翁
策
が.樹

安

れ
-?
、

^
^

第
七
十
三
_
會
$

こQ

た
めQ.

法
案
が
山
横
せ
ら
れ
たQ.

で
あ
る
が
、
支
那
事
變
と.

S

彘

力

は

、
こ
れ
らQ

す
べ
てQ

法
案
を
、 

そ
の
最
大
最
高
な
る
阈
家
總
動
員
法
と
と

も

に

、

通
過
せ
し

め

て

ゐ

る

。

-

-

-

.

-:

し.
 

一-.
.
.
.
.

-
-

.
-

■ 

. 

■

•
■.

: •. . 

'
 
-
 

-
 . 

■
 

.  

.'

.

;■
■■....

 

.  

.

 ■

'事
»
域

慮

衣

め

に

最

;:
^
必
要
と
す
る
と
こ
ゐ
は
、
戰
®
'資
材
の
鹽
嘉
供
給
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
に
は
賀
屋
无
の
財
改
經
済
'
 

111

原
則
を
確
立
す
t

と

が

必

要

で

意

。
.第

 
一
£

變
關
係
の
資
材
配
給
5

い
て
、
軍
用
食
糧
と
し
て
の「

來
穀
の
應
氣
I

に
. 

,

關
す
る
法
律」

■

力
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
.軍Q

.

食
糧
と
し
て
多
量
の
米
を
一
時

に

胄

上

ぐ

る

た

め

の

来

債

の

.
變

動

す

る

こ

'
と

.
に

對

す

 

る
措
遛
法
> 1
^

「

擗
_

灌

激

制

限

に

關

す
. |

'

法

:'
?

_

馬

徵

贤

關

す

象

の
■

養

■

續

に

_
ず
1 ;
遲

廣

、
.そ
.の
; 1
 ̂

こ
れ
ら
は
事
證

行
資
材
に
對
す
る
臨
時
的
措
置
法
で
あ
る°

:

■:
:

\ 

\ .

へ. .

I

l

f

,

,

,
 一
 

'

'.

q
 

:. :
r
;

.

: -
■ :
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.

七

四

2
0

八
四)

.ゃ
%
篇
^

^
:0
'»
-^
^

^
に
關
_
务
％
:̂
で
、
^
產
カ
0
擴
大
を
^
標
：と
す
：る
^ :
の
へ
で
^
近̂
衛
：

C

圈
の
.手
に
よ
つ
て
、
^
^
化

も
 

.0

.に
、k

®

_:%
'«
產
法
碧
油
資
源
開
潑
法.

H

作
機
柳
製
银
業
靡
&

空
機
製
造
業
法
な
ど
が
あ
今

嫄
と
し
て
必
要
な
る
資
材
の
獲
得
に

.

對
し
、

た
，は
軍
需
資
材
そ
の
も
の
の
生
產
に
對
す
る
保
護
法
で
あ
る
。
こ

れ

.
ら

の

法

律

の

多

く
 

は
.

そ
の
對
象
と
す
る
事
業
の
發
展
に
對
し
て
助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
大
體
そ
.の
大
企
業
形
態
に
お
け
る
生
賄
業
を
保
護
す
る 

贪
0:
,

で
：

_
,

次
體
餅
蔣
躲*

靨
業
税.

の
：：五

灰

年

間

敗

^

^

百
鸪
圆
以
上
の
企
業
、
即
ち
こ
，れ
ら
の
資
材
を
大
規
模
に
お
い
て
生
鹿
し
、
多
簠
に
肿
給
し
得
る
も
の
の
保
護
功
成
で

.

あ
り.

、
五
.ケ
年 

の_

謹
期
間
會' «

基

务

に
4
,

い
そ
、
；
重; 3

:

業
助
塽̂

こ
の
軍
需
坐
齑
の
梢
伽*

輸
入
資
材
の
調
盤
を
資
金
方
面
か
ら
遂
行
し
よ
ぅ
と
す
る
も

.

の
に
、
第.

七
十
一
議
#
で
成
立
し
た
臨
時
資
金 

聊
擊
法
が
あ
る
。
こ
の
法
律
を
資
金
を
軍
需
資
材

-t
o

生
産
に
集
中
し
よ
ぅ
と
す
る
も
の
，で
あ
る

Q.

賀
昏
宣
興
氏
の
說
明
に
よ
もf

、
そ 

れ
は
次
の
や
ぅ
な̂

的
を
持
つ
て
ゐ
る。：

.

.-
，
支
那
事
養
の
迤
廣
に
伴
ふ
葷
需
資
材
ぬ
需
要
め
蝣
大
に
對
應
す
る
た

 ̂

に 

> 直
接

瑕

の

薷

耍

に

充

_て

ら

れ

る

物

資

の 

调

澤

な

.る供
給
並
び
に
；こ
れ
に
.伴
ふ
蔺
防
關
係

«

業
の
生
.產
設
備
.
.の：
飛

躍

的

擴

張

•

原
料
の
確
保
及
び
資
金
の
供
^
を
必
要
と
す
る
。 

次
に
國
際
徵
支
の
均
灌
を
は
か
る
上
か
ら
す
ぐ
に
輸
出
%-
進
ま
た
は
輸
入
0
防
遥
，
に

效

能

の

あ

る

產

業

に

對

し

て

必

要

な

る

物 

生
產
撊
洗
資〈

ホ
の
供
給
を
：必
要
と
す
る
.o
要

す

る

に

此

，際

と

し

て

；
は 

，
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
七
十I

一
議
會
を
通
過
し
た
臨
畤
資
金
調
整
法
は
、
か
\
る
必
要
：に
應
ず
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
寺
'、

局
忆
鑑
み
：て
沐
^

^
赛
：&
方
面
.に
：資
金
亦
«
收
洚
れ
^
の
^

^

し̂
、
'
1
^
.
必
要
：な
.る
方
.面

に

は

ド

シ

資

金

を

供

給

し

ょ

ぅ■ 

と

す

；

も

め

で

，
あ

：
る

',
0

:賓

涂

調

應

法

は

名

办

通

ー

り

資

金
0

調

::
«

々

規

定

し

、
べ
物»
^

^

^

^

來

馨
:i
資
金
i
は
表
裏
の.關
係
に
た.つ
も
の
；
で
あ

づ
. ：

て
ャ
資
金
：の
：：調

_
に
ょ
0七

ク

■
時

雲

1

法
_

薩

_

屢

，

調
f

 

1

1

1

^

^

行
限
.
«の
|擴

張

-€
务

•
任

等
€>
-
事

切

を

も

併

せ

观

定

し

，て

ゐ

る

0」

、(

銃
後
の
財
政
.經
濟)

-

'

、
. 

- 

臨

時

, *
金
調
盤
法
は
、
軍
需
關
係
生
產
業
•輸
出
品
坐
産
業
へ
の
_資
金

(/
)
調
盤
と
、
そ
の
資
金
の
調
達
.を
中
心
.と
し
.で
考

へ

.
ら

れ

た

も 

，
の

で

あ

り

、
、生

産

力

擴

充

政

策

中

の

中

樞

的

政

策

を

形

成

す

る

も

の

で

あ

る

o 

- 

V
,

:.
.

_
,)
^
取
次
0
ー
適:^
は
:̂
'
靡
!:
#

_
廣

(0
.
:維
特

:'」

':
1
>妓
ゅ
^

.«
,
ブ
雇
；1̂
聲
持 

て
、.
.行
は

れ

：る
：
:!
'
0
:
'
^
#

類
張
財
政
0
採 

%

以
來
•

ゎ
が
國
は
常
に
輸
入
超
過
の
狀
態
に
.あ
り
、
亂
際
收
■支
P
關
係
は
常
に
わ
れ
に
逆
で
あ
石
が
、
昨
年
の
.支
郏
事
變
以
後
.は
、 

そ
の
趨
勢
を
加
軍
し
た
觀
が
.あ
り
、
金
の
現
送
を
も
必
要
と
す
る
に
至
つ
て
ゐ
る
o
,そ
れ
の
み
で
な
ぐ
、
.事
變
以
來
輸
出
は
、
世
棘
物 

價
に
對
し
て
、

一
割
以
上
も
上
廻
る
わ
が
物
價
，の
た
め
に
輸
出
價
格
の
高
き
こ

と

と

、事
變
關
係
に
ょ
る
對
日
*惡
感
情
に
ょ
つ
て
、
わ 

.が
輸

诎

薩

:̂
著
；む
如
'^
退
を
承
し
_て
ゐ
^
:0

和
华
^
五
月
宋
々
で
0
薇
出
集
訐
は
/ '
.

ヾ̂十 ̂

昭
和
十I 
$ 

度

の

同

期

に

，比

し

て

、

約
ー

.割
<
分
の
減
少
を
示
し
、
圓
ブ
，ロ
ッ
ク
で
毒
る
滿
洲
攔
•北
支
•中

支〈

の

輪

出

郜

分

を

.按

除

す

：.

る
、と
：き
：
は

、
： 

實
に
三
削
五
分
の
輸
出
減
退
そ
あ
.り
> 
わ
が
國
收
支
の
上
に
お
い
七
;>
憂
ふ
べ
き
現
象
を
衆
し
て
'ゐ
る
。
國
際
收
支
の
手
段
.と
；し
'：で
金
. 

戰
啡
e
統
制
經
濟
政
策 

C
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1

統
制
經
濟
政
策
. 

• 

£
ハ

(

昼

C
:

力
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
I

い
が
、
、.こ
f

的
の
た
め
I

金
法
に
よ
つ
て
、
金

S

蒙

獎

勵

f

れ
、
爲
替
管
.

f
法

ミ

ィ

に

よ

つ

て

輸

入

！

に
私
し
い
藥
が
採
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
わ
が
國
の
經
濟
狀
態
は
.
5
の
統
胡
が
如
/ 

ら
る
べ
き
狀
態
に
あ
る
。 

.

ノ

.
 

........ 

>
 

.
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こ
、
に
、
質
屋
藏
相
に
代
つ
た
池
黒
•商H

相
は
、
物
資
調
整
2

固
的
政
策
を
採
用
す
る
.屋
つ

た

。
そ
れ
は
，
一月
十
六
日
に 

國
民
政
"
を
相
手
と
せ
ず
とQ

翁

以

來

Q

戰

線

擴

大

を

為

麽

入

れ

て

t

こ
.と
は
勿
論
1

る
。
そ
れ
は
物
資
露
動
員
計
叢 

で
あ
る
ノ
月
ニ

i
!一
日
の
謹
は
、
こ
れ
を
決
定
し
て
、
葡
書
の
形
態
で
、
こ
れ
を
發
表
し
て
、
國

拔

の

協

力

を

.求
め
一
る

と
と

.

ろ 

が
あ
つ
た
。
そ
の
.聲
明
書
^

X
は
次
の
如
く
で
あ
るa

 

.

.

'

「

f

事

變

桂

州

陷

落

に

よ

り

驚

Q

 I

大

糞

を

見

た

？

そ

Q

前
S

靈

遠
.
1、
■
一S

產

を
l

i
抵
I

つ
：.論

评

P

參

の

著

,

^

局
に
對
處
せ
ざ
る
べ
か
ら
’

o
:.

.

之
か
S

當
面
の
急
務
は
、
物
資
.の
銃
制
運
用
を
最
も
有
效
適
级
な
ら
し
む
る
に
あ

り

、即
ち
萬
難
を
排
し
輸

出

の

振
興
、
生
産
の 

增
办.

配
給
消
费
建
■
に
關
す
る
棄
の
決
定
强
化
を
圖
る
の
要
#.>
 

こ
、
に
.於
て

政

府

は

新

事

態

に

.即

應

し

;

单

需

品

，及

び

輸

出

原

料

充

足

を

優

先

^

す
ジ
物
資
需
給
の
政
氣
を
樹
て
、
こ
れ
が
遂
行
上
緊
要
と
認
む

.

る
下
記.

の.

諸
方
策
_の
徹
底
的 

...

實

行

を

期

し

以

て

：國

防

の

安

吸

國

民

經

脾

の

歉

持

ー

を

圖

る

む

ゼ

に

決

せ

り

。

i
.、

.

軍
需
寶
财Q

:

供
給
確
保
、
：
輸
出.

の
振
興
及
び
國
民
生
活
紲
持
：

V—

錄
瓶
場
狄
堅
持0

爲
.办
現
在
以
上0

物
價
騰
貴
を
抑
制
す
る 

.

f
c

必
耍
な
る
措
置
を_

#

る
：i

と
^；
に

甚

準

價

格

、

公

定

馨

れ

亂

定

等

の

外

、.：

消

馨
&

及
び
.配

給

銃

制

を

# :

せ
强
化
レ
、
物

;
.;
懷
の.引
下
げ
を
行
ー
ふ
：こ

「

と
：
0

、

.
：：
,
: 

い
：
'
;
:.
:;
;
.
:
ッ
 

ぐ
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.

」

,
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;
'
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1、
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;
1般
物
資
に
^

特
に
輸
人
物
資.に
就
て
：.ば
必
要
に
靡
じ
使
用
制
限
乃
至
禁
止
、
'代
用
品
使
用 

'
强
制
等
め
方
法
岭
ょ:»
國
內
_

用
途
に
對
す
る
物
資
の.消
賢
節
約
5:
-
:麗
强
化
す
る
|

，

へ
 

, 

，
三
，
，
輸
出
增
進
の

'爲
め
綜
合
麵
寻
の
卞.に
、之
が
；

1 ;:

般
的
促
進
衆
を
强
化
す
る
外
製
品
の
輸
出
と
其
原
料
^
^
^

ク
せ
し
む
る#

の
方
法.

に
ょ
ヴ
轍
出
用
原
料
、

.
« :

料
の
；輸

入

を

確

保

す

备

こ

.

と(

| 3)

輸

入

原

料

、.-
.
'
林

料

に

つ

き

之

を

國

內

消

費

用 

、
と

輸

出

用
..

と.

に
1 £

£35
?

し
':

輸
32..

用

原.

和...

ン

材

料0.

國

內

消

費
»

用.

を
徹
底
的
に

.

防

此

す

る
2 :
:
-

と.
0.-...

四

、'主

要

物
-*
に
.つ
き

輕

人

及

び

酿

給

：の
適

..正
：圓

滑

を

圖

る

た

め

組

合

制

度

そ

め

他

^

五
、
'
.貯
蓄
の
賢
及
徹
底
を
圖
^
ご
.と
。 

.

.

:

'マ
^

:

六
、
官
民

-
體

、
簡

素

故

る

非

常

時

的

國

民

生

活

凝

式

の

：確

立

：に

努

む

.

.る

.

- 

' 

.

-

.
、

. 

.

• 

'

軍

需H

業

能

力

籩Q

た

め

交
#
制Q

採用
及び
勞務
霞

.足
S

き
必
要
な
る
播
置
を
講
ず
る
こ
と
。

戰
骄
ぐ」

統
制
鸫
濟
政
馆 

ぐ
.

'

、

：
七
七
.

'

2

0

C
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戰
#

マ
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雜
崩̂

濟
..政'.

^ -
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七.

八

'

、.

一r
y

w
)

九
、
廢
品
の
.间
收
の
爲
め
從
來
の
業
者
の
外
各
種
圈
體
の
協
力
を
求
め
共
の
組
織
化
を
圓
る
こ
と
。

十

"
轉
業
及
び
之
に
伴
ふ
失
業
者
の
救
濟
の
爲
め
必
要
な
る
對
策
を
講
ず
る
こ
と
。 

：

リ
：附

帶

攀

項.'

〕

-
股
國
©
需
要
に
^
ぎ

錄

用

爾

限̂
强
化
—
べ

蓬

生

な̂

.
'
.
V
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.
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:
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鋼
棘
”
纖
^

”金
”
^
金
，
^
^
黄̂
銅
.
> M

餅
、
紛
、.錫
、」

 

ア
ル
.ミ
* ニ
ユ
丨
ム
、
石
綿
、 

-

:

#
花
、
羊
宅
い
バ
ル
ブ
、
紙
、
麻
類
、
皮
革
、
木
材
*

m汕
、
撖
發
油
、
生
ゴ
ム
、
タ
ン
一
一
ン
材
料
、
エ
«
鹽

、

べ

ン
ゾ
ー

ル
：
、
：
W

.

こ
の
聲
明
書
の
發
表
以
來
、)
政
府
&
、
綿
_
*皮
革
*;
:等
に
鼠
じ
.て
'̂
最
高
慣
格
.基
準
«.
:
格

な

：ど
_を

制

定

じ

•
 

.
 

.
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.

.

•-- 
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.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.
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.

出
入

品
等
に
關
す
る
臨
時
措
置
に
.關
す
る
法
律」

に
ょ
つ
て
ゐ
る
。
.そ
の
中
樞
間
題
は
擅
格
の
.；問
題
で
あ
.る
が
>
大
茈
六
苹
に
制
定
せ
ら 

れ
た
黎
羽
耽
締
令

C

農
商
務
省
令

)

が
、

昭
和

± -
:ー
年
凡
月
改
庇
せ

>̂
-

^
.
.
更

6 :
-
に
.十
M
, H

十
六

日
に
#

改
正

.せ
ら

^
た
。
.改

正

以
前
の 

も
の
.は
、
，來

以
下
八

種

品
目
の
商
品
に
適
用
ぜ
ら
れ
た
の
で
ぁ
る
、が
、
改
疋
後
に
お
’い
て
^
、
金
屬
及
び
そ
の
取
料
&

械
器
具
右
汕
. 

ゴ
ムi

。

ハ
：
ル
，.プ
等
.一
一
ー
十
六
品
目
に
つ
い

て
、

適
用
せ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
に

蕋
準
價

格
が
公
表
せ
ら
れ
、
ま
た
は
、
公
定
價
格
•最
高
賣 

栳
が
制
定
せ
^
る
-

合̂
が
が
る
” 

.

.

.

;■
;
:'
.

ミ 

>

 

.

資
源
の
國
內
使
.用
に
.つ
へ
い
て
'
制
限
の
强
化
せ
f

'べ
き
品
目
は
聲
明
書
附
帶
事
項
言
て
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
聲
明
書
以 

前
.に
お
い
で
、
.需
修
の
.銃
制
を
受
け
セ
ゐ
る
も
(D
.
:に
次
の
如
歌
の
：が
ぁ
る
。
鐵
.鋼
ェ

作

物

築

造

許

可

規

則

(

昭
和
十I, j

年
十
月
十
一

日
公
布
二
十
日
施
：S

銅
使
用
制
限
規
則(

十
1
:ー
年
十
.--
*
袅
日
公
帘
十
日
施
行)

白
金
.€-
.用
制
限
規
^

.
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.
 

-
 

•
-
-

;

一
十
窣
年
へ
一

3

1
日

施
:'

0
金.

權

用

瀕

則

(

十
1«
.

咔
1::ー
月1
1%

- A,:

日
：
意

施

行

)

：ス
：チ
，
1
プ
：

>
.
.

フ>

 

一
 

:

月
十1

日

公
布
十
一
月
、：

一

2

!
德

. «
^
.

あ
，
る
ヲ
な
ほ

: 8
!

給.

に
切
符
制
度
；を
採
用
し
そ
ゐ
る
も
の
は
、
生
ゴ
ム(
昭
和
十

一

一
年
士
百|

日
 

よ
り
實«

)

篇
«

昭
湖
十
三
年1

1

一：月 4
.  

0

^

0

9

^

^
 s
 

0
.

^

#

^
-
y 

o _

:
'物
資

：の
：缺

泛

は

、

.代

用

品

ぬ

使

用

獎

勵
<?
:
な
：
つ
：て

現

啟

 

代
用
品
は
\
價
栳
低
廉
と
6
ふ
こ
と
が
第
一
要
件
と
.な
る
も
の 

で
^
る
が
、
'こ
の
場
合
は
、
.さ

ぅ

で
は
な
い

。

本
格
的
物
資
の
缺
乏

に
よ
る

價
袼
の
昂
騰
は
、
い
ま

だ

成
熟
し
て
ゐ
な
い
い
ろ
い
ろ
の 

代

用

品

，に

そ

の

ま

、
採

用

せ

.ら
れ
る

價
格
と
な
つ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。.從
つ
.て
そ

れ

は

平

.時

に
お
け
る

代
明
品
に
關
す
る
經
濟
的
法
則 

，金

無

視

し

て

ゐ

る

。

從

つ

て

、
' そ
の
使
用
は
、
少
<
と
も
經
濟
的
で
あ
：.る
と
_は
い
'へ
，ぬ
。
例
へ
ば
、
代
用
皮
革
製
品
の
從
來
の；

牛
皮
革

J 

な
：ど
.の
も
の
、
市
價
.と
殆
ん
ど
變
ら
な
い
。
か
く
.

Q

如
ぎ
も
の
.が
經
濟
的
で
あ
る
と
は
.い
へ
ぬ
？
た

ビ
代
冇
品
使
用
尤
よ
つ
て
、
國
際 

ま
支
に
：對
す
る
多
少
の
改
善
に
寄
與
す
る
と
か
、
代
用
品
使
用
'の
增
加
に
よ
つ
て
、
そ
の
增
產
と
生
產
费
Q
ff
i
下
を
將
來
に
期
し
得
る 

と
な
す
の
み
で
あ
る
。
代
用
品
の
經
濟
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
そ
の
眞
價
に
對
す
る
認
識
で
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
：
0

,:
.
.

消
费
節
約
が
次
に
問
題
と
な
る

Q
.

こ
れ
に
は
ニ
つ.

，の
方'
面
が
あ
る
。
そ
の
一
は
遝
擇
的
免
费
節
約
で
あ
り
、
そ
の
ニ
比
一
般
的
消
費 

節
約
で
あ
る
。選

擇
的
消
費

節
約
と
は
、
次
の
ご
と
き
三
種
の
物
資
に
：つ
：い
て
特
に
節
約
を
.要
求
す
る
も

©

で
あ
る0. 

二S

軍
需

資
材
、

.ず

る

と̂

に
^

つ
：
:-
¥

、
«

入
«

過

_

跑

出
の
獎
勵
は
、
現
下
の
國
際
收
吏
の

.

狀
蔗
；に.

お
い
て
，は
絕
對
に
必
要
で
あ
る
輸
出
物
資
の
國
内
使
^ ,

の.

制
限
ま
た
は
節
約.

に
よ
つ
て
、

職
f

統
制
經
濟
政
策
'
.
:
.
ぐ
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c
i

a

九
〇)

輸
出
を
增
大
し
、
亂
際
收
家
の
改
善
を
許
ら
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る

o

 

要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の.

統
制
經
濟
政
證
、
現
下
の
戰
带
の
急
.に
，應
ぜ
ん
と
す
るも
の
で
あ
つ
て
、
現
段
階
に
お
い
て
は
、
物
資•金
，
 

物
價
.

S

Q各
方
而
に
涨
つ
て
、
必
要
の
著
し
い
方
面
か
ら
、統
制
政
策
を
實
行
し
つ
,
あ.

f
の
‘と
い
へ
る

。

こ
れ
を
圖
解
す
れ
ず 

次
の
如
.く
で
あ
る
。

物

m

統

大
蔵
省.

:
s經

濟

嚴
_

ニ

.
商

：

H

省
：
：，
，
.

融

銃

f

生
産
力
擴
充 

制

：需

供

調

擊

.

I

使

用

制

限

ま

た

は

節

約

:
.
./
::

:

1

金

識? :

造

出

等

'
ぃ 

I L

貯

蓄

獎

勵
I

國

債

積
 

希
.f

價
S

持
及

：び
：抑

制

： 

I

外

國

質

易

の

維

持

し
：’
V
'
'
:
ぐ
：
o

.

广

質

易

叙

出

獎

勵

.

.

V. 

:ぐ.
.
.
.
.ぐ
..
.

'

こ
れ
ら
の
f

 

_濟
政
策
，

_
争
ぬ
進
f

と
も
に
含
的
に
進
行
し
で
あ
る
が
、
い

ま

だ

翕

的

計

歷

濟

I

で
到
達
し 

.て
ゐ
な
い
。
.

_

_
屬

何

§

?

は
、
こ
れ
らQ

個
々.Q
I

經
濟
政
策
I

1

的
體
系
I

い
ふ
べ
き
國
產
動
員
法
_

 

動
な
き
を
期
し
膽
タ
こ
れ
の
發
動
が
淠
な
る
形
體
を
ゎ
が
經
濟
に
對
し
て
與
ふ
る
か
は
、
他
日
の
：論
及
に
S

2

思
ふ
。
要
す 

.る
I

:
れ
ら6

統

製

濟

政

策

は

、
■

時

經

傭

の

.必

要S

ず

る

も

の

で

あ

る

が
、
'戰
時

にg

く
る
と

こ
；ろ

.；
の

も
の
は
、
平
時
に

』

ハ
.

て
も
缺
.け
て
ゐ
t

 
■

、
こ
れ
を
靑
成
嘗
こ
.

I
、
他
日
の
麗
經
濟
の
發
展
S

へ
I

の
；で
あ
る
の
で
、
：.例
へ
：、
支
那
事 

.お
“
て
I

考

あ

る

。
こ
の
理
出
に
よ
っ
て
、
今
具
は
れ
て
ゐ

2

制
政
策
め
I

も
の
は
^

に
作
り
上
.げ
ふ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
：の
で
あ
.る0

:-: 

.

靠

に

わ

が

S

現

老
政
策
は
、，★
哪

囊

の

遂

f

 

占

領

地

帶

に

お

け

る

建

設

が

：問

題

'

i
つ

名

る

。
f

瑰
在
に
I

て

峰

^

第
三
期
に
入
つ
そ
、
支
那
側
：の
長
期
杭
戰
s

f

て
.

龚
 

I

I

首
相
は
、,

杓
救
方
; ®

H

る
改
革
も
、
等
閑
：

H

附
す
：る
こ
.

I
得
な
い
ふ
し
て
、
.貴
族
麝
度
そ
の
他
に
向
.？
 
>

相
當
の
改
革
を
：
 

實
行
す
べ
：き
こ
.去
を
言
明
し
て
ゐ
る
。 

：

'

ぃ

こ

编

拟

建

設

と

裹

改

茧

调

顧

と

は

-

一
：
つ

の

參

蓮

馨

あ

ぶ

.
o)

恐

ら

く

.再
 

て

し

て

は

、
：
よ
ほ

ど

の

设 

期

内

閣S

S

:

限

り

、

そ
.

食

み

の.

力

を

：も

っ

て

费

 

し

が

し

、

.

：
こ
の

.

問

|

、
，
從

來

か

ら 

の
わ
が
國
の
：發

展

_

支郝蓮によ々て、常然われ

：

わ
れ
に
き
さ
之

 

.■

,
.
:
,
M

の

麵

编

抉

す

る

た

S

は
：，

重

要

ヴP5

飞

あ

る

：
一わ
; ^
_

は
っ
ー.旣

に'自

戌

ガ

廣

沐

主

華

の

段

.^
に

あ1

のでは

^

干
渉
政

參

.著
し
い
發i

遂
■

ぃ
^
^

摩

V:

統
制
經
濟
政
策
：
- 

/ 

、

，
 

■
 

v 

:

.

-

•
 

' 

,

. 

.

. 
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(

一. 

o

九
ニ〕

. 

.こ
の
，發

展

が

、

わ

が

國

0
經

濟

と

し

，て
、

大

陸

並

に

南

方

へ

0
發
展
を
要
請
す
る
も
0
で
あ
る
0
從
つ
て
、
こ
れ
ま
で
極
小
の
範
圍
に 

te
い
：H

.f
T
は

れ

て

來

た

自

由

生

義

的

，政

策

)r

 

お
い
て
問
題
と
な
ら
ず
、
現
在
俅
用
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
統
制
政
策
は
" 

當
然
來
ゐ
べ
き
.時
代
に
#
い
て
、
撤
廢
せ
ら
.れ
る
も
の
で
な
ぐ
、

一

層
醇
化
せ
ら
る
、
も
の
.と
見
て
よ
ハ
で
あ
ら
ぅ
。

'

1か
く
の
如
き
銃
制
經
濟
政
策
が
如
何
に
醇
化
さ
れ
.
.る
.か
：
は

、
：，卓

に

國

內

の

問

題

で

ぼ

な

^
;0W

、

滿

洲
•北
支
•內
蒙
•中
支
を
打
っ
て
1
丸
と
し
た
領
域
に
お
^
て
の
間
題
で
あ
る
0
こ
：れ

ら

の

諸

領

域

(

內
地
を
含
め
て
3

は
、
そ
の
生
產

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

*

 

• 

. 

,

力
•坐
產

物

•
風

土

 

•人
的
要
素
を
異
に
し
て
ゐ
る
チ
ま
た
規
在
中
國
臨
時
政
府
並
に
中
國
維
新
政
府
.の
支
配
下
に
あ
る
領
域
に
：お
'い
て

虹
、：

外
國
權
益
に
關
ず
る
複
雜
な
關
係
も
存
在
す
るo

:
 

:

.
• 

' 

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

- 

.

. 

• 

• 

• 

■

.
 

. 

.

.

.
ぶ

れ

ら

：の
：諸

領

域

を

i

丸

と

す

る

極

東

ブ

；ロ

ッ

ク

の

形

成

こ

そ

、

今

後

の

經

濟

政

策

と

；し
，
て
の
：最

重

.要
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
建 

;設
す
る
に
際
し
て
は
、
"わ
が
日
本
の
輕
濟
的
基
礎
並
に
發
展
の
方
向
を
中
、ル
と
.し
て
、
そ
；れ
に
順
應
し
て
、

一
つ
の
有
機
的
統
一
の
經 

:^
f

:
形

俄

：し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

で

(

あ

ら

ぅ

。

內

她(0
生

產

办
.技
:«
.資
本

の

間

題.を
如

何

に

し

て

：、

こ
れ
ら
ー
の
諸
領
域
の
そ
れ
と
結

合
せ
し
め
、
馨
せ
し
め
る
か0

:

そ
れ
は«

に.

こ
れ
ら0

領
域
の
開
發0

み
の
；問
題
セ
は
な
い
。
そ<?
>
政
策
如
何
に
よ
つ
て
は
、
內
地

• 

•
•
• 

■ 

• 

, 

: 

.

.
:
.
•
. 

+ 

• 

.

.

.

人

，
め

生

韻

置

さ
<
、
：惹
起
す
る
靡
ガ

1>
と
し
な
い
0
こ
0
點
に
お
い
て
、單
に
生
產
部
門
.の
擴
大
•
生
産
品
の
增
加
の
み
が
問
題 

.士
な
t

の
で
は
な
い
r

-'
'

^

'

よ
し
、ま
た
わ
亦
國
の
政
策
がr 
.そ
.の
最
善
の
方
向
を
迪
り
つ
、
.あ
る
も
の
に
も
せ
よ
、
こ
れ
に
對
す
る
障
害
は
必
ず
發
生
す
る
で 

あ
ら
う
o
.車
に
善
政
を
行
ふ
と
か
、
淨
类
の
«
設
と
：か
ぃ
ふ
こ
と
に
ょ
っ
て
、
諸
_

0
住

^

を

滿

足

せ

し

め

る

こ

と

は

出

來

な

ぃ

で

あ

ら

ぅ

。_

に
2

九

5

年
以
來
の
孫
逸
補
の
_

主

義

思

想

の

根

深

い

浸

潤

を

S

の
中
に
入
れ
てf

必
要
が
あ

る

で

あ

ら

 

ぅ

し

、
：
ま

た:;
1

の
.

1

1の
影
響
も
_

る
軍
事
行
動
の
み
に
ょ
^

解
?:
;:

る
こ
と
龄
來
な
ぃ
で
| ;
:

:ぅ
。

パ

.

ぶ
以
上
に
困
難
な
こi

は
-

.現
在
g

那
が
一
つ
I

際
的
領
域
と
な
，つ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
り
、諸
外
國
の
影
響
力
I

大
な
點 

で

處

こ

の

浸

御

に

對

し
て
、
民
族
主
義
.

■

在
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
.ま
た
相
互
利
用
し
つN

支
那
側
ま
た
は
列
强 

が
他

を

項

し

、

麗す
る
力
と
しV

I

;
し
一
てゐ
，

こ

の

列I

.が
别
_

て
ゐ
な
か
つ
た
や
う
：で
看

、
排
象
動
を
單
な
る
二
三
政
治
家
の
宣
傳
に
ょ
る
も

の

と

す

る

議

を
C

 

點
は
衆
も
浅
意
を
要
す
る
と
と
ろ
で
：あ
：る

0

べ

要
す
る
にr

わ
.れ
わ
れ
は
長
期
f

長
期
建
設
書
面
の
問
題
に
對
處
し
な
け
れ
ば
I

ぬ

の

は

、

勿
I

I

が
、
：現

在忘

(

 

て
は
、
：旣

に

隹

霞

の

方

面
4

ま
つ
た
.の
で
I

か
ら.

_

る

感

業

單

な

■

急
の
政
策
裏
味
す

る
も
？

^

^

^

.

て
k

,

M

'c
o

;M

主
と
し
一
てp

政

看

思

想
‘
と
を
蔓
し
な
け
れ
眾I

ぬ
。
而
し
て
，
.そ
の
方
向
はI

ま
で
も
進
步
的
現
實
时 

で
あ
つ
て
、

.

夢
想
的
で
あ
る
こI

避
け
ね
名
ら.

.

ぬ
。
即

ち

緊

お
い
て
、
：.わ
れ
：わ
れ
は
國
策
の
W
檢
时
•再
硏
究
•最
後的

！！

立
を
提
齓
す
る
も
：の
で
I

O
 :

■■
:

:
::
:

■

'
'
ハ

-

.

•

 

.
 

.....
 

-
 

-
 

-
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

■ 

5

:
:

:'
.
-へ
：
-:
:
-'
.

:

:';
'; :

^̂
^

.

し

力

德

ヵ

ら

現

蓄
'

必
要
は

/ '

一; ^

に
炎
い

$

.

‘

戰
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八
四

(

1
〇
，

九
四

〕

耽
在
，の
統
制
經
濟
を
如
何
に
す
れ
ば
、
最
も
^
效
に
運
用
し
得
る
か
の
問
題
が
あ
る
.0

統
制
經
濟
は
、
と
き
と
し
て
、
業
者
の
不
滿
を 

招
い
た
も
の
も
あ
り
、
時
周
と
の
關
係
上
•表
面
不
滿
を
表
明
し
な
い
が
、
そ
の
心
の
奥
戚
に
せ
、
不
平
不
滿
を
藏
し
て
、
國
策
な
れ
ば 

.致
方
.な
し
と
.い
.ふ
.や
う
な
消
©
的
態
度
を
^
.つ
，て
' 

.
單
に
形
式
的
.に
.そ
0
遵

法

の

：態

勢

を

示

す

も

の

.な
し
と
し
な
い
9
こ
の
こ
と
は
、 

統
1|
]
經
濟
0
-礙
行
官
廳
が
、
い
は
#.
る
官
靡
式
^
繁
；文

德

:^
の
#

#
生
慕
に
|1
|
|故
办
た
り
、
机
上
論
^
直
^
に
實
行
せ
ん
と
し
そ
、
そ 

の
實
際
的
缺
陷
を
指
摘
さ
れ
て
も
*
落
為
に
こ
れ
を
改
め
ょ
う
と
し
な
い
宵
僚
獨
#
的
態
度
も
、
業
證

-5
:
し
て
、
か
X
る
梢
極
的
熊
度 

に
出
で
し
め
る
要
因
の
最
も
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
一
に
は
、
背
逛
が
こ
れ
らQ

疏
制
政
策
を
實
行
ず
.る
場
合
、
®
ら
/>
’
公

芷

な

る
 

立
場
をP

調
す
るg

り
、
業
激
は
す
べ
.て
谀
利
.我
利
肓
衮
の
如
く
取
扱
ふ
心
理
的
缺
陷
で
.ぁ
る
。
か
く
の
.如
き
心
理
2)
_反

射

作

书

，は

、 

業
者
釔
し
て
憤
識
せ
し
め
る
か
、
消
適
的
食
サ
旅
タ
J

ジ

ュ

を
な
さ
し
，め
る
o
:
:
元
，來

統

制

政

策

は

、

單

な

jる
官
廳
の
命
令
の
み
に
ょ

っ 

て
行
は
れ
る
も
の
で
は
：な
い
0
,そ
れ
に
は
、
.そ
0
政
策
の
對
象
と
な
る
業
者
の
協
カ
な
く
し
て
は
珩
は
れ
得
な
い
。
こ

の

.
心

理

的

缺

陷

 

は
、
.官
吏
に
著
し
く
存
す
る
の
は
否
定
し
難
い
で
あ
ら
う
P
'

:,
一::
'
：
 

V
'
、
.
'

.銃
制
政
策
の
實
行
に
際
し
て
»
11
ら

に

途

意

す

べ

：き

點

は

、

'#
來

の

：背

吏

は

、

監
督
行
政
を
そ

の

中

樞
的
行
潑
と
し
て
ゐ

て

、

實
際

• 

的
業
務
に
從
事
し
て
ゐ

る

も

の

は

、

摩

賣
事
業
關
係
请
位

の

も

の

で

あ

り

、

從
つ
.て
、
，
官

萸

は

朐

々

.

の
業
務
に
暗

い

の

を

常

と

す

る

O

 

こ
の
缺

陷

を

充

た

す

た

め

に

各

種

の

堞

明

，委

員

會

が

あ

る

と

い

ふ

め

で

あ

ら

う

が
、
官
吏
の
受
持
部
面
の
變
M
交
替
が
頻
繁
で
あ
る
た 

め

、

彼
等
は
落
易
に一

部
！：

の

H
.

キ
ス
パ

ー
ト
方
る

こ

と

を

得
な
い
。
經
濟
生
活
.に
關
す
る
業
務
は
、
.軍
な
る
杣
象
的
法
制
の
制
定
や 

條
文
解
釋
の
，や
う
な
形
式
的
な
仕
事
で
は
な
い
。
そ

れ

は

活
け
る
仕
事
だ
。
そ

こ

で

は

、

そ

の

本

辍

を

驵

解

す

る

ま

で

で

も

數

年

を

要

し

■ま
た
十
數
华
を
必
要
と
す
るこ
と
も
稀
れ
で
な
い
。
か
、
る
實
質
的
業
務

.

に
關
與
す
る
か
ら
に
は-

當
然
そ§

エ
キ
ス
パ
ー

ト
と 

し
て
の
譜
練
を
官
吏
と
い
へ
ど
も
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ

.

。
現
在
の
官
吏
諸
君
は
、

.

こ.

の
點
に
お
い
て
極
め
て
暢
氣
で
あ
る
。
，統

制

政

策

の
 

實
效
は
、
こ
れ
ら0

缺

陷

を

克

服

す

る

こ

，
と

に

ょ

つ

て

、

違

し

得

る

0
:
 

.

:

.

.

■.

他
方
業
者
の
側
に
お
い
て
も
、
，統
制
に
對
處
す
る
途
を
心
得
て
ゐ
な
.い
0
業
者
は
常
に
そ
0;
僅
か
ば
か
り
の
自
由
を
虎
の
子
0
や
ぅ 

に
珍
重
が
つ
て
ゐ
て
、
經
濟
の
大
本
の
流
れ
が
銃
制
に
向
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
悟
ら
ず
、
統
制
に
對
す
る
用
意
を
常
匸
决
い
て
ゐ
るo
統 

ノ
讯
に
築
す
る
-|
[
意

と

は

業

者一

致
團
結
し
て
、
自

B
統
制
を
行
ひ
、自
ら
の
產
業
の
^
ら
ゅ
る
部
面
に
つ
ぃ
て
の
8]
木2
5を
売
了
し
て
、
 

對
策
を
考
慮
し
て
置
く
こ
と
で
あ
る
。
統
制
の
政
策
が
、
そ
の
調
査
對
策
を
寒
礎
と
し
て
樹
立
さ
れ
る
が
如
き
準
備
を
有
す
る
こ
と
で 

あ
り
.

^

$の
:»
行
を
爲
し
得
る
だ
け
の
縣
制
ヵ
を
組
合
自
體
に
お
い
て
有
す
る
と
と
で
あ
る
。
そ
の
點
に
達
し
て
ゐ
七
ば
、
ー
吕
廳
9 

.統
制

要

求

も

、
何

等

恐

る

，べ

き

も

の

で

も

な

し

、

.進
ん
で
銃
制
の
主
體
：た
り
.得
る
：の
：で
あ
'るo

:

そ
の
た
め
に
は
業
者
が 

>
:業
全
fi
t
と
し 

て
の
利
害
と
、
：そ
れ
の
：日
本
經
濟
に
お
け
る
地
位
と
を
：ょ
べ
許
量
し
て
、
；政
策
の
利
害
得
失
.に
0
冶
 

と
す
る
。

こ
の
黑
に
お
.
.
Vて

.

ィ
タ
リ
:]
の
組
合
國
^
.市
は
.....' 
わ
.れ
わ
れ
0
.學
ぶ
.べ
..き
多
ぐ
の
.も
の
へ
^
持
つ
/
.
.
て
.

る̂
や
ぅ
に
^
は
^

る
0
-
.*^
が
11 

の
現
在
^
.
'
,
銃

制

政

識

§

實
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